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日本応用心理学会令和元年度公開シンポジウム

妖怪と心理学 私たちが得たもの失ったもの

日 時：2019年 11月 30日（土） 13：30～16：00
場 所：東洋大学 白山キャンパス
企 画：日本応用心理学会企画委員会
共 催：（社）社会行動研究会
挨 拶：竹村牧男（東洋大学学長）
話題提供：軽部幸浩（日本体育大学）

高橋綾子（東洋大学）
飯倉義之（國學院大學）

指定討論：吉川肇子（慶應義塾大学）
司 会：桐生正幸（東洋大学，（社）社会行動研究会）

■はじめに

桐生：それでは時間となりましたので，早速です
が，日本応用心理学会公開シンポジウム 2019「妖怪
と心理学 私たちが得たもの失ったもの」を開催し
たいと思います。まずは，日本応用心理学会の理事長
であります藤田主一先生からご挨拶をいただきたい
と思います。藤田理事長，どうぞよろしくお願いいた
します。
藤田：皆様，こんにちは。日本応用心理学会理事長
を仰せつかっております，日本体育大学の藤田でご
ざいます。

本日は，一般ご参加の皆様，学生の皆様，本学会会
員の皆様，ご多用の折に，東洋大学白山キャンパスへ
お運びくださいまして誠にありがとうございます。
私どもの日本応用心理学会は，わが国の心理学関
係の学術団体のなかでも，日本心理学会と並んで古
い歴史と伝統を誇っており，現在会員数は約 1,200
名でございます。
本学会は，心理学の応用を目的に，社会に開かれ
た，また社会に貢献できる有意義な学会であると自
負しております。その一環といたしまして，毎年 1
回，この時期に「公開シンポジウム」を開催しており
ます。そのときどきにふさわしいタイムリーなテー
マをもって社会にアピールすることが，本学会の社
会的な責務であると考えている次第でございます。
昨年度は，立正大学品川キャンパスにおいて，『自
動運転が社会的に受け入れられるために』と題する
公開シンポジウムを開催し，大勢の皆様に，ご参加い
ただきました。
本年は『妖怪と心理学 私たちが得たもの失った
もの』というもので，わが国にとりましては，神秘的
かつ大変魅力にあふれたテーマでございます。わた
くしも会員の一人として，とても楽しみにしている
ところです。
このシンポジウムをご企画くださいました本学会
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企画委員会委員でいらっしゃる東洋大学の桐生正幸
先生，本学会企画委員会委員長の大阪大学の臼井伸
之介先生にお礼を申し上げます。また，本公開シンポ
ジウムのために，会場をご提供くださいました東洋
大学・竹村学長先生をはじめ，関係の皆様に厚く御
礼申し上げます。
なお，このシンポジウムは，東洋大学：社会行動研
究会との共催でございます。研究会の諸先生に感謝
申し上げます。
のちほど，桐生先生から，本日このシンポジウムに
ご登壇くださいます諸先生をご紹介くださるものと
存じます。いずれの先生もわが国の学術研究の最前
線でご活躍の先生でいらっしゃいますので，私たち
を刺激してくださるお話をお聞かせいただけるもの
と楽しみにしております。皆様とご一緒に，私も勉強
させていただきますので，どうぞよろしくお願いい
たします。
簡単ではございますが，本学会理事長としてのご
挨拶とさせていただきます。ありがとうございまし
た。
桐生：藤田理事長，どうもありがとうございまし
た。続きまして，本学東洋大学の学長でございます，
竹村牧男先生よりご挨拶をいただきたいと思いま
す。竹村学長，どうぞよろしくお願いいたします。
竹村：皆さん，本日はご多用のところ，またお寒い
中，本学にお運びいただきまして本当にありがとう
ございました。心より歓迎申し上げます。
このたび，日本応用心理学会公開シンポジウム
2019「妖怪と心理学 私たちが得たもの失ったも
の」が，この東洋大学白山キャンパスにて開催され，
皆様をお迎えすることができ，大変うれしく思って

おります。
日本応用心理学会は，今，藤田理事長からのお話に
もありましたように，わが国の心理学界の中でも大
変長い歴史を持つ学会だと伺っております。そして，
1972年から毎年開催されている公開シンポジウム
では，様々なテーマを取り上げ，研究者のみならず広
く地域の皆様にもご参加いただいている催しとお聞
きしております。
本日の公開シンポジウムでは，日本応用心理学会
理事長・藤田主一先生をはじめ，学会の皆様がご参
加され，話題提供者であられる軽部幸浩先生，飯倉義
之先生，指定討論者である吉川肇子先生により，妖怪
と心理学について興味深いお話がなされるというこ
とで，会場の皆様にはさぞかし楽しみにしていらっ
しゃることと存じます。
さてご存知のとおり，東洋大学の創立者でありま
す井上円了は，教育者，哲学者として知られておりま
すが，仏教学研究で日本の論文博士の第一号となり，
さらには倫理学，宗教学，教育学など，人文系のあら
ゆる学問分野で先駆的で高度な業績をあげました。
のみならず，実は心理学研究においてもまさにその
先駆けであったと言っても過言ではありません。
本学では，『井上円了選集』25巻を刊行しておりま
すが，その第 9巻，第 10巻が円了の心理学の業績を
収めたものとなっております。両巻とも，かつて本学
の教授であり，先年亡くなられた恩田彰先生が解説
を書かれていますが，その第 9巻の解説の冒頭には，
次のようにあります。
「井上円了は哲学者としての名声は高いが，明治時
代に心理学がわが国に導入されたときに，彼が心理
学者として，早くから，しかもたくさんの先駆的な心
理学の業績を出しており，しかも彼を有名にした妖
怪学の重要な研究方法として，心理学を取り上げ，ま
た心理学を単なる学問に終わらせずに，日常生活に
役立つことを念願として，応用心理学を講義し，その
重要性を強調したことは，あまり知られていない。」
実際，円了は，明治 20年 1月に出版社，哲学書院
を設立し，『哲学会雑誌』を創刊するとともに，その
年の 9月に心理学概論とも言うべき，『心理摘要』と
いう本を出版しております。この刊行は，かの元良勇
次郎の著作に先立つものであることは間違いありま
せん。
この年の 9月 16日に私立哲学館を創設しますが，
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円了はその哲学館で応用心理学の講義を担当しまし
た。その講義録には，「心理学（その応用ならびに妖
怪学）」と題されています。
なお，ご参考までに，明治 35年に刊行された『甫

水論集』，甫水とは円了の号ですが，その論集には，
要領良くまとまった「妖怪学と心理学の関係」という
論文が収められております。ちなみに円了は，明治
27年に『東洋心理学』，同 30年に『仏教心理学』を
著わし，唯識思想における心の精細な分析を心理学
に応用するなどしていることも，今日再認識，再評価
されるべきではないかと私は思っております。
さらに円了は，心理療法の重要性を強調し，また夢
の分析研究にも力を入れました。森田療法を編み出
した森田正馬は哲学館で円了の講義を受け，その心
理療法の中の自然療法に大きな影響を受けて，その
森田療法を開発したのであります。
このように円了は心理学を含むあらゆる人文学の
分野に高度な業績をあげておりまして，私は日本人
文学の父と呼ぶべきであると思っています。とりわ
け心理学を基盤として「妖怪学」を確立した，知と行
動の巨人と呼ぶにふさわしい人物であります。
折しも今年は円了の没後 100周年にあたります
が，この年に本学において公開シンポジウム「妖怪と
心理学」を開催できますことは，私としても誠にうれ
しく思うところでございます。
このたび，本シンポジウムを企画された本学大学
院社会学研究科の桐生正幸先生，その指導を受け，妖
怪に関する心理学研究を続けている大学院博士後期
課程の高橋綾子さんは，円了の建学の精神である「諸
学の基礎は哲学にあり」を尊び，また会場にお集まり
の皆様同様に，新たな応用心理学の領域を開拓し，社
会の心の諸問題の解決および発展に貢献していくこ
とを目指していると聞いております。
本日のこのシンポジウムにおいて，様々な「妖怪」
現象の分析と解釈を通じ，ぜひ積極的で活発なご議
論が展開されますことを，心よりご期待申し上げま
す。
最後に，本日お集まりの皆様に重ねて御礼申し上
げますとともに，日本応用心理学会公開シンポジウ
ムが実り多いものとなり，心理学の研究がより前に
進まれますことをひとえに祈念申し上げます。
以上，甚だ簡単ではございますが主催の大学を代
表してのご挨拶とさせていただきます。

どうもありがとうございました。
桐生：竹村学長，どうもありがとうございました。
では，早速ではございますが，本日の企画趣旨，及

び話題提供の各先生をご紹介いたしたいと思いま
す。
まず，本シンポジウムの企画でございます。
2015年から日本心理学会の中で「妖怪心理学」と
いう名称にて自主企画シンポジウムを開催させてい
ただいております。その中で，そもそも「妖怪」とい
うものはいるのか，いないのか，ということには言及
せず，例えばサンタクロースのように，私たち日本人
の心の中には「妖怪」がいて，その「妖怪」が何らか
の機能や社会的役割を果たしていたのではないか，
といった観点から様々な方にご登壇いただいて，自
主企画シンポジウムを続けているところでございま
す。
その流れをくみまして，本日は……。
あっ，すみません。申し遅れましたが，私，企画・
司会の桐生でございます。どうも拍手ありがとうご
ざいます（笑）。
では，話題提供の各先生のご紹介でございます。
トップバッターといたしまして，精神生理学がご専
門でございます，日本体育大学の軽部幸浩先生です。
どうぞ，よろしくお願いいたします。
続きまして，日本で初の妖怪心理学を確立しよう
と奮闘しております，東洋大学大学院の高橋綾子先
生，よろしくお願いいたします。
続きまして，民俗学の中ではもう非常に高名でご
ざいます。飯倉義之先生でございます。どうぞ，よろ
しくお願いいたします。
本日は，お三人の先生からそれぞれの分野から妖
怪についていろいろお話をしていただくということ
になっております。
この話題提供を受けまして，指定討論者でござい
ます慶應義塾大学・吉川肇子先生です。どうぞ，よろ
しくお願いいたします。吉川先生から鋭いご指摘
等々を受けながら壇上にて，全員でご討議いただき，
最後にフロアの皆様からご質問等をいただくという
段取りになっています。
なお，本日の公開シンポジウムでございますが，後
ろのほうにカメラを設置しております。可能な限り
顔が映らないようにしておりますが，「どうしても私
は映りたくない」というふうな方がいらっしゃれば，
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ご連絡ください。
また，日本応用心理学会の機関誌に本日のシンポ
ジウムの内容が記録されます。検索するとすぐ出て
くる電子媒体に残りますので，ぜひご活発なご意見，
ご質問等いただければと思っております。
では，早速ではございますが，トップバッターとい
たしまして軽部先生に話題提供をお願いいたしま
す。どうぞよろしくお願いします。

■話題提供 1

軽部幸浩（日本体育大学）
軽部：本日は公開シンポジウム「妖怪と心理学」に

つきまして，発表させていただきます。日本体育大学
の軽部と申します。よろしくお願いします。
今，最初にご覧になられたのが Googleの画像検索
で，漢字で「妖怪」という 2文字を検索して出た画像
のサムネイル一覧を出しました。先ほど桐生先生か
ら紹介いただきました。私，妖怪はビギナーなのでな
るべくお手柔らかによろしくお願いします。
本日，軽部が話させていただきますのは，「不安の

力」「人の顔に見える」「植物は気づいている」「五感で
感じる妖怪」「河童ブギウギ」「顔をかえたら？」，この
6つでございます。
まず，不安ですね。恐れと不安とあります。
恐れ（fear）ですね。「恐れは目の前の相手に対す

る直接的な防衛反応」と心理学のほうでは定義され
ています。不安（anxiety）に関しましては，「相手を
予期（予想）しての防衛反応」と定義されています。
つまりは直接的なものか，予期してかということで

恐れと不安に分けられています。
次に，身体的不安・認知的不安について話させて
いただきます。ちょっと古いですが，Engelsが 2007
年に話しました，「気にしたことからくる目覚めと，
気にしたことからくる懸念」です。これを身体的不
安・認知的不安として定義づけました。
身体的不安は，右半球のはたらきの活性化と関係
することが研究により明らかとなっております。ま
た，左半球の活性化と関係することがわかってきた
認知的不安は，別の言い方では「予期不安」とも呼ば
れております。
次に，不安と関わる脳の様々な部位についてご説
明させていただきます。
まず，扁桃体という部位が脳の中にはございます。
扁桃体とは，感情と関わり合いのある出来事，特にネ
ガティブな感情と関連した記憶の形成と貯蔵で主要
な役割を担っていることが研究よりわかっておりま
す。また，扁桃体の損傷で，恐れを感じなくなるとい
う臨床例も報告されております。これは，ペソア
（Pessoa）という人が書きました Nature Reviews
の Neuroscienceに書いてあります。
次は，視床下部内側部についてお話しさせていた
だきます。ちょうど視床下部，扁桃体のちょっと上に
あります。捕食者に対する生得的な防衛反応の表出
と関連しているとか。また，あるいは，扁桃体や中脳
水道周囲灰白質の結合を通して，攻撃性の感情と関
連しているという研究がございます。
次に，先ほど出ました中脳水道周囲灰白質，また
は，中脳中心灰白質という部分になります。小さいで
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すけどこの部分になります。ちょうど中脳の脳幹の
上あたりです。
ネズミの実験から，刺激の部位によっては，フリー

ズしたり，動かなくなったり，リラックスした姿勢で
動かなくなったり，対照的な行動が起きることが確
かめられています。また，functional MRI（機能的
MRI）を使って中心灰白質の働きを人で見た最近の
研究によりますと，ネガティブな感情とこの部位が
関係あるということが明らかにされてきています。
今度は，中隔海馬系について話させていただきま
す。中隔海馬系，この絵ではどこだかちょっとわかり
づらいと思いますので，もう少し脳の中のほうの画
像を出させていただきます。中隔野と海馬を一つの
システムとして見なしたものであります。海馬は扁
桃体と並んで大脳辺縁系の中でも最もよく研究され
ている部位です。
この部位が損傷を受けますと，行動が抑制できな
くなったり，短期記憶や作業記憶の障害が見られた
り，空間認知地図の障害が見られたりすることが，特
に動物の実験で明らかとなっております。実際に人
にそういうことはできませんので，動物で実験して
います。
中隔野は随意運動，感情，注意，そして記憶の形成

と想起といった広い範囲の神経行動過程を調整して
います。中隔野のこの働きは，海馬との間の連絡路を
通して一つのシステムとして働いている結果である
と考えることができます。
しかし，中隔野，あるいは中隔海馬結合が損傷され
ますと，学習が著しく障害されることになります。中
隔と海馬の間の交互作用が情報処理において重要な
役割を果たしていることは明らかですが，学習に対
してはどのような影響を与えるかというのは，残念

ながら不明な部分がたくさんあります。
次に，帯状回です。帯状回は大脳皮質に接した，大

脳辺縁系の部位です。脳梁というのは右の脳と左の
脳を結んでいる神経の太い束でございます。脳梁を
取り囲んだ位置にあり，大脳辺縁系の各部位を連結
する役割を持っております。その働きは部位によっ
て，感情領域，認知領域，記憶領域に分かれておりま
す。この中でも前帯状皮質は感情の大脳辺縁系と認
知の前頭葉前野の双方との連絡路を持っていること
から，感情の統制を行う神経回路を統合するうえで
大きな役割を演じております。
多くの研究者は，この領域が葛藤（conflict）をモ

ニターする役割を果たしていると考えております。
脳の話はここまでになります。次からはもう少し
くだけた内容になります。
幻視ですね。「見えないものが見えてしまう」の話
をさせていただきます。
シャルル・ボネ症候群というのがございます。そ
こにいるはずのない人や動物などが真に迫って見え
てしまいます。人が「見る」ということは，「目で見
る」というものと「脳で見る」，この 2つの方法があ
ります。「脳で見る」というのは，記憶にあるものを
呼び起こし，それを映像として認識します。年がいく
となりますけども，加齢黄斑変性症や緑内障などの
病気で著しく視力が低下された方です。実際に見え
にくくて目から情報が入りにくくなっています。そ
れを補おうとすることで，「脳で見る」という機能が
強まり，実際にないものが見えてしまう。これがシャ
ルル・ボネ症候群の幻視の正体と考えられていま
す。レビー小体型認知症を患った患者さんが何か見
えないものが見えてしまうというのも，シャルル・
ボネ症候群の一つであるというふうなことも言われ
ています。
次に，今度は見えてしまう。見えないものが見える
のではなくて，見えてしまうのです。錯覚のことにな
ります。シミュラクラという言葉があります。人間の
目には，3つの点が集まった図形を人の顔として見
えてしまうという脳の働きがございます。
4つマスがありますので 4つ写真を提示していき

ます。皆様，どのようにご覧なられるか。ご覧くださ
い。
まず，1つ目の写真。目があって，何か口があるよ
うな感じ……。というか，私，情報誘導するわけじゃ
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ないですけど，そういうふうに見えてしまいます。
次の写真，これは皆さん，日常でよく見るもので
す。
もう 1つです。ちょっと恐いかもしれませんが。あ

ります。
もう 1つあります。いかがでしょうか。人の顔に見
えてしまう。木ですよね。
コンセントが 2つ。三相のコンセントですね。
これはシミュラクラという，見えてしまうという
錯覚です。
次にパレイドリアという錯覚の画像をご覧になっ
てください。これは視覚刺激や聴覚刺激を受けとり，
普段から知ったパターンを本来そこに存在しないに
もかかわらず心に浮かべてしまうものです。
どうでしょうか。
次いきます。
次またいきます。
最後，ちょっと可愛いです。
なんか目があって，鼻があって，口があってみたい
な，なんかムンクの叫びみたいなのが，こういうふう
なのに見えてしまう。パレイドリアというのがござ
います。
次にお見せしますのは，ホロウマスクというのが
あります。ホロウマスク，いわゆるこれ，お面です。
お面なので出っ張っている部分とへこんでいる部
分，デコ（凸）とボコ（凹）がございます。へこんで
いる部分にもかかわらず，光のあて方などで出っ
張って見えてしまうホロウマスクというのがありま
す。
今ここにあるのがよくこのホロウマスクで出てき
ます。これ，アインシュタインの顔になります。ゆっ
くり動きます。どうでしょう？次はへこんでいると
ころが見えますが。膨らんで見えます。もっと速く回
します。今度はゆっくりと回して，あるところで止め
ます。
ご覧になられてわかるとおり，こっちがデコ（凸），

こっちが膨らんでいるほうですね。こっちが膨らん
でいるほう。こっちの中はへこんでいるのですけど，
これがまた回転すれば，膨らんで見えてしまいます。
これがホロウマスクという現象になります。
次にお見せするのは，ちょっと画像がよろしくな
いのですけども，20世紀の終わりあたり，1998年あ
たりに流行りましたモーフィングという画像の見せ

方になります。よく狐女，狼男なんてありますけど，
今回は，狼女，狐男を持ってきました。
狐の顔と狼の顔がだんだんと途中で人の顔に混
ざって，最終的には人の顔に見えるようになります。
いきます。ちょっと音楽が流れますので。
じわじわと変わっていきます。完全な人の姿が出
てきます。
で，先ほどの狼だったのが女子の顔になって，狐
だったのが男子の顔になりました。
このままでは狼も狐もかわいそうなので元に戻し
てあげましょうということで，今お見せいたしまし
た画像，音楽，これを逆再生いたします。いきます。
女狼，男狐です。ヒゲが生えて，だんだんと狐になっ
てきます。はい。すいません。ちょっと長くなりまし
たけど，（女狐と男狼に）戻りました。
次に，シンポジウム，「妖怪と心理学」なので，今
度は少し思考を変えまして植物のことに移ります。
人間のことがわかるのか，わかないのか。考え方が
わかるのか，わからないのかということで，クリー
ヴ・バクスター（Cleve Backster）という人がその
昔，1966年にドラセナという植物にポリグラフ検査
をしました。ちなみにクリーヴ・バクスターという
のは，ポリグラフ検査，いわゆる嘘発見ですね，それ
を軍，FBIとか，警察で広めた有名な人です。
そのクリーヴ・バクスターがマッチで葉っぱを燃
やそうとしていたところ，反応が出たということで
す。これがクリーヴ・バクスターです。クールカット
しています。これがドラセナという植物です。日本名
はちょっとわかりません。
これが葉っぱを挟んだときの電極になります。こ
の葉っぱを挟んだときの電極の抵抗を記録した，
チャートと言うのですけども，記録用紙の絵がこれ
になります。バクスターが最初葉っぱをペンで叩い
ていました。ノイズがこう出ていました。そのうち，
バクスターがマッチで葉っぱを燃やしてみようかと
考えたところ，いきなりドラセナの葉っぱの抵抗値
がこう上がります。そのままでは測れなくて，ここで
機械の調整をしました。今みたいなコンピュータ制
御の機械じゃないので，アナログ式のポリグラフで
すので調整しなきゃいけない。
ということで，この反応を見てバクスターが，もし
かしたらドラセナは自分が葉っぱに火をつけようと
したことをわかっているのではないかなどと考え，
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それ以来，バクスターは超心理学ですね，パラサイコ
ロジーの世界のほうにどっぷりと入って，いろいろ
と研究をしていきました。明確なことはまだわかっ
てないということです。
ここにドラセナがいます。こちらには DUMP

DISH DEVICEとありますけども，エビですね，小さ
な。川エビみたいなのも入れて，その川エビみたいな
のを可哀想ですけど殺すのですね，潰すとか，のとき
に，こっちのドラセナがどういう反応をしたとかい
うのをいろいろやりました。
「視覚」で捉える妖怪を見ます。五感で捉える妖怪
ですね。ノビアガリ，シダイダカとか，ノリコシなど
があります。見る妖怪です。
次に聴く妖怪です。テングワライ，フルソマ，ヤマ

ビコといます。木を打つ音だとか，あとは大きな声を
出す妖怪とか，アズキトギとか，タヌキバヤシなんて
いうのもあります。
次が嗅覚です。臭いですね。ぬっぺふほふとか，白

うねりというのがございます。ぬっぺふほふ，歩いた
後なんか屍のような臭いがするらしいです。白うね
り，これは廃屋とかにあります雑巾とか，布とかが湿
気を帯びてなんか臭いを発しているような妖怪だと
言われています。
次が味覚，味ですね。テンジョウナメ，アカナメ，
油ナメ，ナマ女なんていうのもあります。
触覚，触る。ソデヒキ，カイナデ，イソナデ，ホオ

ナデ，精霊風などというのがあります。私は詳しくは
知りませんが，カイナデ，京都のほうでなんか妖怪が
出るらしいです。トイレの下から手がヒョッと出て
くるみたいです。
お次，河童ですね。「河童ブギウギ」というのがあ
ります。私は見たことはないのですけれども，もしか
したらこの会場におられる先生方で実際に映画をご
覧になられた方がおられるかもしれません。「河童ブ
ギウギ」，調べたところによりますと，美空ひばりさ
んのデビュー曲だということです。
この歌詞を見ますと，夜だとか夜明けは嫌いだと
か，そのいうふうなのがあるので，もしかしたら河童
というか，妖怪というのはもしかしたら夜型が多い
んじゃないかということを思いました。実際に全部
聴きますと長いので，4番目の歌詞をちょっとお聞
きください。
河童ブギウギという，美空ひばりさん，こちらの顔
です。ユーチューブでも「踊る龍宮城」で検索される
と出てきます。美空ひばりさん，こんなふうに踊っ
て。頭の髪の毛が河童の形になっています。これです
ね。河童の形に切ってあります。
次が先ほど見た視覚の次第高（シダイダカ）という
のがあります。どんどん，どんどん見上げれば見上げ
るほど大きくなっていきます。なんか，物の本により
ますと次第高に出会ったら下を向いておくといいら
しいのです。次第高自体は上を見ると大きくなる。下
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を見ていると，なんだ，自分のことを無視しているの
かということで消えるそうです。
次第高，こういう顔ですけども，次第高の顔を変え
てみたらどうなるのでしょうかね。見た目が変わり
ます。先ほどお見せした妖怪の中のいくつかから顔
を持ってきました。次第高っぽくなるか，次第高とは
全然違うかという感じになります。河童です。やっぱ
り次第高というのは，こういうなんかいかつい顔の
ほうが似合うんじゃないか。似合うという言い方は
変ですけど，似合うんじゃないかということになり
ます。
次にやまびこ。大きな声を比べっこする妖怪と言
われています。やまびこも顔を変えてみます。配置は
先ほどの妖怪と同じ配置にしてあります。顔を持っ
てきましたらこうなっています。
何でこんなことを持ってきましたかと言います

と，やっぱり古来から人の生活の中で妖怪というの
は，いる，いないは置いといても妖怪はいたほうがい
いとなったときに，昔は暗いところいろいろござい
ました。今はと言いますと，いろいろな機械もありま
すし，宇宙ステーションから地球を見ますと日本列
島の形が光って見えますよね。暗いところがなく
なってきました。暗いところ，何かあそこに何かがい
るとかいうのが今の時代，なくなってきた。もしかす
ると，それが「失われたもの」かもしれないんではな
いかと考えております。
実際には，妖怪，いるか，いないかというふうにな

りますと，私はいないほうの立場をとっていますけ
ども，いたほうが皆さんというか，生活している人の
心の平和とか，うまくいくとかいうならば，言葉は悪
いですけども必要悪ではないかなと。もしかすると
この後，発表される高橋先生，飯倉先生から「軽部，
何を言ってるんだ」と言われるかもしれませんけど，
私はいわゆる潤滑剤として存在していた。でも今の
時代，科学が進歩して，テクノロジーが進歩して，だ
からそういうふうないわゆる物理的な環境でなく
なったので変わってきたのではないかなとは思って
おります。
これにて軽部の妖怪の話を終わらせていただきま
す。
もうあと少ししますと除夜の鐘でございますね。
これで，終わります。
ご清聴，ありがとうございました。

桐生：軽部先生，どうもありがとうございました。
軽部先生には，ご専門が精神生理学でありながら
無理矢理，妖怪の話を振ってしまって，本当にご苦労
をかけてしまいました。私としましては，バクス
ター，非常に興味深く，彼が，超心理学にのめり込ま
なければ，もう少しポリグラフ検査が良くなってい
たのにと思っているわけなんですけど。
続きまして，高橋先生にご登壇いただきます。それ

では，高橋先生，よろしくお願いいたします。

■話題提供 2

高橋綾子（東洋大学大学院）
高橋：東洋大学大学院の高橋綾子と申します。
私の研究テーマは「妖怪」です。社会における集団
や個人を研究対象とする社会心理学の見地から妖怪
を研究しています。本日は公開シンポジウムという
ことで，心理学がご専門の方はもちろん，広くたくさ
んの方にお聞きいただける機会をいただき，大変光
栄に存じます。どうぞよろしくお願いいたします。そ
れでは早速，本題へとまいりましょう。
さて，今回のシンポジウムのテーマは「妖怪と心理
学 私たちが得たもの失ったもの」です。時代は平
成から令和へと変わり，21世紀を迎えてから 20年
が経とうとしています。この十数年の間だけでも私
たちを取り巻く環境が大きく変わったことは皆さま
も実感されていることと思います。
私たちの生活は科学の進歩により，大変便利で豊
かになりました。私たちの生活の中心となっている
科学は，物事がどのように起きたかという過程
「How」を説明してくれます。それにより，私たちの
不安の多くは取り除かれています。なぜなら，不安と
いうのは，いつ何がどのように起きるのかについて
の具体性に乏しい脅威，つまり，曖昧さや不確実性の
高い脅威が引き起こすものだからです。かつてこの
部分を担っていたのは妖怪でした。説明のつかない
不確実で曖昧な出来事を妖怪のしわざだとし，不安
を緩和し，共同体の共通認識として受容していまし
た。現在は妖怪が担っていた多くの説明を，科学が
担っています。たとえば，かつて雷獣のしわざだとさ
れていた現象は，現代においては，帯電した積乱雲な
どと地上物の間に発生する放電，いわゆる落雷であ
ると科学的に説明されています。
日頃，私たちはこのように，科学のもたらすどのよ
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うな過程でそれが起きたのか，という答えによって
不安のない状態であるように感じています。科学に
よる説明は妖怪の代わりとして一見過不足なくその
機能を果たしているように見えます。では，妖怪は完
全に科学に取って代わられて，忘れ去られたのかと
いうとそうでもないようです。
たとえばこちら，「もののけミュージアム」。今年
4月に稲生物怪録の舞台となった広島県三次市に開
館しました。妖怪コレクターである湯本豪一先生か
ら寄贈された約 5,000点のコレクションを中心とし
た妖怪の博物館です。この中にももうおいでになっ
た方もいらっしゃるかもしれません。驚いたのは，そ
の人気の高さです。なんと開館から 5ヶ月で入館者
数 10万人を突破しました。記事によると，10万人と
いうのは年間入館者数の目標だったとのことです。
妖怪関係者の間では，数年前から「こんな博物館が
オープンするらしい」と話題になっていましたが，あ
らためて妖怪の人気の高さを表す出来事だと感じま
す。
そして，やはりこちらも欠かせません。「ゲゲゲの
鬼太郎」。昨年の 4月からテレビアニメ化 50周年を

記念した第 6シーズンの放送が開始されました。ご
覧になっている方，いらっしゃいますか。何名かい
らっしゃいますね，ありがとうございます。クールで
イケメンの鬼太郎や，八頭身でハイヒールの猫娘も
話題の今シーズンですが，現代の社会問題を取り上
げた，その内容にも非常に注目が集まっています。
「硬派な社会派」「大人こそ見てほしい」「周囲の 40，
50代が絶賛」，そして「傑作」という文字が並びます。
これらは昨年の放送開始当初の記事ですが，2年目
の今年に入ってもその話題性は維持したままです。
そして今シーズンのキャッチコピー「見えてる世界
がすべてじゃない」。これは，本編が始まる前に毎回
必ず入る鬼太郎のセリフの冒頭部分です。セリフは，
「見えてる世界がすべてじゃない。見えないものもい
るんだ。ほら，君の後ろの暗闇に」と続きます。初め
てこのキャッチフレーズを見たとき，とてもハッと
したのを覚えています。なぜなら，これは現代を生き
る私たちへの鬼太郎たちからの警告であり，私がい
ま進めている研究の根幹に関わる重要なキーワード
だと感じたからです。
「もののけミュージアム」の盛り上がりや「鬼太郎」
への注目度の高さからは，私たちがまだ妖怪を忘れ
ていないということが改めてわかります。鬼太郎に
至っては，単なるアニメのキャラクターというだけ
ではなく，現代社会の問題を取り上げ，注目を集めて
います。科学に取って代わられた妖怪は，なぜいまだ
に私たちの身近にあるのでしょうか。ここで，あるこ
とに気づきました。今現在，科学が説明をしている過
程「How」の部分以外に，妖怪が補っていた何かが
あるのではないだろうかということです。
さて，ここで，妖怪が担っていた何かを探るべく，
まずは妖怪がどのように研究されてきたのかを振り
返っておきましょう。題して「5分でわかる！妖怪研
究の歴史」。時間の都合上，5分しか取れなかったの
で無理やり楽しそうなタイトルをつけました。妖怪
大好き！詳しいです！という方も基礎知識のおさら
いということでお付き合いください。
現在に至るまで，日本における妖怪研究は民俗学
や文化人類学を中心に進められてきました。詳しく
は飯倉先生のご発表でお聞きできると思いますの
で，ここでは香川とフォスター（Foster）の 2つの説
を軸に，大きな流れをご紹介いたします。香川は，
「江戸時代と 1960年代の水木しげるの登場という二
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度の転機によって妖怪は完全に娯楽と化した」と述
べています。また，フォスターは，「妖怪は国民，国
の比喩である」とし，日本そのものを表す概念である
と述べています。そして，4つの契機で妖怪文化を整
理しています。2つの説に共通しているのは，江戸時
代と 1960年代以降に大きな変革が起きた，という点
です。これらの変革は国自体が大きく変化を遂げた
時期であり，妖怪が時代の変化に大きく影響される
存在であることを表しています。加えて，フォスター
が 2つ目の契機として挙げている明治時代について
触れておきましょう。明治時代は日本の近代化が進
み，西洋合理主義志向が強まった時代です。井上円了
によって，妖怪学が定義されたのもちょうどこの頃
です。円了により妖怪という名前は一躍脚光を浴び
ますが，円了は妖怪を合理的に解説し，科学的に解釈
しようとしました。妖怪に対する「非実在」宣言がな
された時代に押され，妖怪や妖怪研究が消滅してし
まうのかと思いきや，そうではなかったのがおもし
ろいところです。むしろこれらに抵抗するように，妖
怪という存在は鮮やかなものになっていきます。柳
田國男，江馬務ら，著名な研究者たちが「妖怪の実在
性の有無を問わない」という立場で研究に取り組み
始めます。このようにして，明治時代に「過去のもの」
とされ「非実在」とされた妖怪は，戦後その実在性を
問わないという形で復活することとなりました。そ
の後，水木しげるの登場により妖怪が私たちに身近
なものとなったのは記憶に新しいところです。
さて，このような変遷をたどってきた妖怪ですが，
その定義も多岐に渡ります。多くの研究者はそれぞ
れの学術的見地から定義付けや分類を試みてきまし
たが，いまだ普遍的かつ総括的な定義とはなり得て
いません。それもそのはず，妖怪の持つ多様性，地域
性，そして時代とともに変化し続ける特性を鑑みれ
ば，詳細な定義付けをするには様々な矛盾が生じ，解
釈も困難です。これが，妖怪研究の歴史＝定義を試行
錯誤する歴史と言われる所以です。
このように，定義や分類は多種多様であるのに，多

くの研究者に共通している解釈があります。それが
妖怪と「心」の関係です。民俗学者の柳田國男は妖怪
を「われわれの畏怖というものの，最も原始的な形」
と捉え，日野巌は，妖怪は「過去の人々の精神生活の
一面を如実に示すもの」と述べています。また，現代
妖怪研究の第一人者，小松和彦は「妖怪研究は人間の

心の研究であり，人間の社会の研究」と位置付けてい
ます。さらに井上円了は「妖怪研究は人心の秘蔵を開
く唯一の 」と表現しています。これらの先行研究に
よって示唆されているのは，妖怪と心の関連です。し
かし，心を研究対象とする心理学において，妖怪に特
化した研究はほとんどなされていません。そこで社
会心理学的観点から妖怪の研究を試みることとし，
現在に至ります。現段階では，先ほど申し上げた，科
学による過程の説明では補いきれていない，妖怪が
担っていたであろう「何か」に着目し，研究を進めて
います。
ここで，これまでに行った探索的研究を駆け足で
ご紹介いたします。まずは情報整理をする目的で，妖
怪辞典の内容分析による代表的な妖怪の類型化を試
みました。結果はこちらの 3つのグループが抽出さ
れました。次に妖怪の類型化をもとに，以前妖怪が果
たしていた機能を現代においては何が代わり担って
いるかを分類しました。結果は，こちらも 3つのグ
ループが抽出されました。次に，AIとかっぱを用い
て科学的なものとそうでないものの印象評価の違い
を検討しました。結果は，AIとかっぱだけでなく，
統制群として入れた人間の友だちを含め，3種類と
も異なる構成概念を持つことが示されました。さら
に，科学的な帰属が困難な出来事に遭遇したとき，他
者からの承認が感情喚起に与える効果を検討したと
ころ，他者からの承認が安心感情を高める可能性が
示されました。以上の結果からは，妖怪に本来備わっ
ている機能と特性との関連が見られたことや，妖怪
が個人内の結果ではなく，他者との関係性の中で生
まれてきたことなどが示唆されました。
さて，以上のように妖怪の分類に始まり，科学と妖
怪を対比させたり，個人内の帰属過程と他者からの
承認について検討したりする研究を通して見えてき
たものは，人が不安を感じたとき必要とするのは，ど
のようにして起きたのかという過程，Howを説明す
ることだけではなく，理由，つまり「なぜそうなった
のか」Whyを求めているということです。
たとえば，某クレジットカード決済のサービスで
不具合が起き，一時，利用ができなくなったとしま
す。復旧後，ニュースでは「データセンターで電源設
備の不具合が起きたことが原因だということです」
と報じられます。「どのように」Howに対しては，
「データセンターの電源設備の不具合」によって利用
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ができなくなったと科学的で明確な説明がなされて
います。では，次のような場合はどうでしょう。ある
男性が一世一代のプロポーズをするために予約した
高級レストランへ彼女を連れていきました。しかし，
その日，彼の使っているクレジットカード決済の
サービスで不具合が起き，利用できないと店員から
言われました。仕方なく予約はキャンセル，楽しみに
していたデートは台無し，プロポーズも失敗に終
わったとします。男性は，「なぜ？」と思うでしょう。
「なぜ今日に限ってクレジットカードが使えなかっ
たのか」と。失敗した原因はクレジットカードのせい
だけではなかったとしても，です。
先ほどの説明，「データセンターで電源設備の不具
合」はどのような過程でそれが起きたのかを教えて
くれますが，男性の「なぜ？」という問いには答えて
いません。どのようにして，という過程の説明では，
彼の怒りや悲しみを引き取ってくれないのです。そ
して，「過程/How」と同時に，その「理由/Why」の
部分も担っていたのがかつての妖怪なのではないか
と考えています。たとえば，身近な水辺の事故はかっ
ぱのせいだとされていました。川で子どもが溺れて
亡くなった事故があれば，かっぱが子どもを水に引
き込んだのだと捉えました。かっぱのせいにするこ
とで，悲しみや罪悪感などのネガティブな感情の抑
制に繋がっていたと考えられます。それはおそらく，
かっぱが人間の力では統制できないものだからでは
ないでしょうか。これを現代風に「過程/How」の説
明にしてみると，「足を滑らせて川に転落し，死因は
溺死でした。前日の大雨により水かさが増しており，
地盤が緩んでいたため滑りやすかったことが原因の
不慮の事故だと思われます。」いかがでしょうか。詳
細にその過程がわかったとしても，子どもを亡くし
たことに対する，なぜ？は消えません。
私たちは科学の進歩によって「物事がどのように
起きたのか」という明瞭で確実な過程についての説
明を手に入れました。そしてそれは，世界共通の科学
的根拠の上に成り立つものです。それは同時に，科学
が代わりになり得たのは「過程/How」の部分だけ
だったということを表しています。
一方で，かつての妖怪や超自然的と呼ばれるもの
は「過程/How」に加え「理由/Why」の説明をも担っ
ていたのではないでしょうか。つまり，私たちが明瞭
で確実な「過程/How」を得た代わりに失ったのは，

「理由/Why」の部分かもしれません。ひいては，そ
れらが現代日本人の感じる生きづらさや心のゆとり
のなさにも関連しているのではないかと考えていま
す。
本日お話ししたのは一例にすぎませんが，生活の
様々な場面で，妖怪のような超自然的なものに説明
を求める考えを取り入れることは，私たちの生活を
より豊かにする可能性があると考えています。今後
は，現代人の心のゆとりに対する，これら超自然的な
ものの効果を検討すべく，研究を進めてまいります。
この研究の最終的な目標は，妖怪を通して，現代社会
のさまざまな問題に対する解決の手がかりを探るこ
とです。この研究が，より良い社会生活を送るための
手がかりになれば，大変うれしく思います。
発表は以上です。ありがとうございました。
桐生：高橋先生，お疲れさまでございました。
高橋さんは，今，私の研究室で研究をしているとこ
ろでございますが，なぜ犯罪心理の研究室に高橋さ
んがいるかというのは深く追及しないでくださいと
いうことですけどね。本学の，東洋大学の社会心理学
研究科は社会心理学の先生方が全員で院生を育てる
というふうな教育方針ですので，その中で様々な先
生からサジェスチョンをいただいて高橋さんは研究
しているということですね。高橋さん，少しは犯罪の
研究をするんですよね。
では，続きまして飯倉先生です。どうぞ，よろしく

お願いいたします。

■話題提供 3

飯倉義之（國學院大學）
飯倉：本日はようこそお運びをいただきましてあ
りがとうございます。ご紹介いただきました國學院
大學の飯倉義之です。よろしくお願いいたします。
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ここまでは，お二方，心理学，「妖怪と心理学」の
お話だったのですけども，私は心理学ではなくて，文
学，民俗学の人間ですので「妖怪と心理学」ぐらいの
ウエートでお話しすることになるかと思います。
今回は，心理学を専攻されている皆さんに聞いて
欲しい妖怪のお話ということで時間をいただきま
す。
まず，ここまで「妖怪」と言ってきましたけれども，
妖怪という言葉は近代に一般化した言葉で，そんな
に長い歴史があるわけではありません。先ほどのお
話に出ました，この東洋大学を創設された井上円了
先生が「妖怪学」ということで世の中の不可思議現象
を広く学問の俎上にあげた。そこで妖怪という言葉
が一般化していきますので，井上円了先生以来，妖怪
という言葉が使われるようになっていきました。
では，それ以前は何と言っていたかというと，古代
には「モノ」や「オニ」，または「サバエナスカミ
（ 声なす神）」つまり悪い神，などと言われていまし
た。
そして，中古・中世，源氏物語や平家物語の時代に
なりますと，それらのものが「物の怪」や「鬼」「天狗」
といったような語で表わされるようになります。
そして，近世期には「化物」，そしてその幼児語で
ある「お化け」というのが，こういった超自然的な存
在を表わす一般的な言葉になっていきます。
ですので，時代を無視して「妖怪」という言葉で
ひっくるめてしまうというのは必ずしも正確ではな
いわけなのですが，ここでは，それらのものを総称し
て「妖怪」と呼ばせていただきます。
古代～中古の，奈良，平安の時代の特徴としまして
は，それらの妖怪というのは，図像化・可視化されな
い。絵に描かれることがほとんどないということで
す。といっても例外はありまして，国宝になっている
「玉虫の厨子」には羅刹という，お釈迦様の前世を食
べてしまった鬼が描かれていますし，内裏，宮殿の清
涼殿というところには，手長足長という足の長いお
じいさんが手の長いおじいさんを肩車しているとい
う，そういうびっくり人間の類いが描かれていまし
た。これらに共通するのは，仏典や漢籍の由来という
外来知識のものということです。つまり，遠い外国の
不思議なものは描かれることがあった。
なぜかというと，そういった「カミ」や「オニ」「モ

ノ」を描いてしまうと，それらを呼び寄せることにな

る。名前を呼んだり姿形を描いたりしたら，それらが
実体化して何か祟りをなすのではないかというよう
な惧れを持っていたのではないかと考えられます。
遠い外国の不思議な存在は描いてもまさかこの日本
までは来ないだろうということで，しっかり描くこ
とができたのではないでしょうか。ほかにも寺院で
はこの時期，鬼瓦などがつくられていますが，これも
仏教の教えとともに入ってきた外来のものだったか
ら抵抗がなかったのだろうと思います。
古代～中古の人たちは，そういった目に見えない
恐ろしいものが生活を脅かすという真剣な恐怖の中
に生きていたと考えることができます。本当に平安
時代人とか迷信深いですからね。方位とか，日の巡り
とかをすごく気にしていました。
そういった状況が変わり始めるのが平安末期，だ
んだんと武士の時代になってくる頃からです。疫神
（えきしん），つまり疫病を振り撒く悪霊，怨霊（おん
りょう）や，鬼，土蜘蛛といった人に害をなす存在が
図像化される。また，式神や護法童子など，陰陽道や
仏教の力で使役される，目に見えない，いわば陰陽師
や僧のガードマンですが，それらのものが絵巻物な
どに描かれていくようになります。
一例を挙げますと，こちらは，「北野天神縁起絵巻」
です。御霊（雷神）と化した菅原道真。菅原道真が政
敵にはめられて失脚しまして太宰府に流されて亡く
なってしまう。その後，天神，天の神様になって京の
都に雷を落としたり，疫病を流行らせたりする。その
怒り狂っている菅原道真の姿を，今，われわれが見る
と雷様と思えるような姿で描いている。
それからこちらは「信貴山縁起絵巻」の護法童子と
いうものです。奈良県にある信貴山の高僧で命蓮と
いう人が帝の病気平癒の祈祷をしたところ，帝の夢
に，空飛ぶ車に乗って体中に刃をまとった，剣の護法
という護法童子が現われて，疫神を退治して，それで
帝は具合が良くなったという逸話ですが，そういう
法力で遣わされた童子が描かれている。
もう一つ，こちら「是害房絵巻」というものなんで
すけれども，中国から天狗がやって来て日本の僧を
堕落させようと思って比叡山の僧を襲おうとするの
ですが，僧に近づくと制多迦童子，金伽羅童子という
不動明王のお付きの護法童子が現われて，事前に天
狗を追い払ってしまいます。
ここでは普通の人には目に見ることができないも
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のが，絵にされて表されるようになっています。おそ
らく何の素養もない一般の人には，天狗も制多迦童
子も金伽羅童子も目には見えない。しかしそれを図
像化して一般の人にも示すようになっていく。
ちなみにこの後，是界坊という天狗は制多迦童子，
金伽羅童子などにひどく打ちのめされて体中の骨を
折られてしまい，日本の天狗がかわいそうだと温泉
につけて，湯治で治して中国に帰してあげるという，
かなりユーモラスな展開になりますので，興味のあ
る方は絵巻物集成などで探してご覧いただければと
思います。
次にこれは「酒呑童子絵巻」です。源頼光とその配
下の四天王，これは京の都で土蜘蛛などを退治して
回った平安時代のモンスターハンターチームです。
そこに藤原保昌という豪傑を加えた 6人が，大江山
に立て籠もっては都を荒らし，人をさらって食う酒
呑童子と配下の鬼たちを退治するという絵巻物で
す。
山伏に化けて酒呑童子の館に潜入し，鬼が飲むと
毒になり，人間が飲むとパワーアップするというお
酒をしこたま飲ませて悪酔いさせた後，完全武装し
て寝込みを襲うという，卑怯に卑怯を重ねた手段で
やっと倒します。このシーンは酒呑童子の首が最後
の一撃で，宙を飛んで頼光の頭にかじりついたんで
すけども，兜を二重にかぶっていたので助かったと
いう図です。
こういうふうに見えないものたちは，物語絵巻や
奈良絵本がつくられていく平安時代末期から中世に
かけて相次いで図像化されていきます。

この図像化は，人間が神仏の力で鬼や物の怪，天狗
たちを調伏，退治することができるようになってき
た頃に始まっています。平安時代までの人たちは，出
会わないように，出会わないようにと怖がり避けて
いるだけだったのですが，神や仏の力を借りたり，武
士の強い武力があったりすればそれらのものを退治
できるという自信がついてきた頃から，鬼や天狗，物
の怪，疫神などが図像化され始めます。
その背景には，社寺や武士団の PR活動という側

面もありました。「わが寺には，このような素晴らし
い験力のある高僧がおられたのですよ」「わが武士団
はこんな恐ろしいものを退治した英雄を始祖として
いるのです」ということを喧伝するには，退治される
ものは恐ければ恐いほどいい。守ってくれる護法童
子や式神は強そうなら強そうなほどいい。そういっ
た説話を絵巻物などにして示すことで，新しく帰依
する者を集めたり，一族の結束を深めたりといった
効果を狙っていたと言えます。
そして，江戸時代になりますと，先ほどの高橋先生
のお話にありました香川雅信さん，フォスターさん
の言われた第一の転機ですけども，江戸時代には合
理精神と社会・技術の発展がありました。われわれ
は江戸時代の人はずいぶん迷信深いような気がして
しまいますけども，江戸人には江戸人なりの合理精
神があって，単に迷信深いだけじゃなかったのです。
それから社会や技術が発展しまして，例えば，灌漑
用水を整備することによって日照りに備えるとか，
自然災害などにもだいぶ立ち向かえるようになって
いく。人間が自然をうまいこと乗りこなしていける
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という自信がついてくるわけです。そうすると，ある
意味自然の擬人化という側面を持っている妖怪とい
うのは，相対的にその脅威が弱まっていきます。
例えば江戸っ子の流行り言葉に「野暮と化物は箱
根から西」「この次と化物は見たことがない」なんて
いうのがありました。
「野暮と化物は箱根から西」というのは，江戸は粋
なやつばっかりいる都市だから野暮と化物なんて古
くさいのは，箱根から西，京都・大阪の古い人間しか
信じていねえんだよ，ということです。
それから「この次と化物は見たことがない」は，こ

れ，今でもそうだと思いますけど「じゃあ，今度，次
また一杯やりましょう」って，絶対実現しないんです
ね。だから「この次と化物は見たことがない」。つま
り，化物なんて本当はいないんだ。ああいうのは子ど
もだましなんだという認識が江戸人にはあったとい
うことです。
余談ですが，この「野暮と化物は箱根から西」の

「箱根」を穴埋めさせる問題を試験に出しますと，学
生はよく「野暮と化物は『東』から西」って間違える
んです。そういうことじゃないんですけどね。
先ほど高橋先生が名前を出された香川雅信さん，
兵庫県立歴史博物館の主任学芸員で，博士論文を「妖
怪文化」で書いた本物の妖怪博士だと名乗っている
方ですが，その香川さんはこの江戸期の変化を「江戸
の妖怪革命」と呼びました。江戸期に妖怪というもの
のリアリティ，恐ろしさが減退し，そしてその面白い
姿形が注目されて娯楽になっていくのです。
例えば江戸に入ると，百物語をするとか，七不思議

を制定して楽しむとか，また肝試しやお化け屋敷，怪
談噺，「牡丹灯籠」だとか，「真景累ヶ淵」とか。それ
から涼み芝居，歌舞伎の中の幽霊が出てくる芝居，四
谷怪談とか，化け猫ものとか，こういった娯楽が出て
きます。

こうした娯楽は，妖怪や幽霊は本当にはいないだ
ろう。本当にはいないと思う。でも，もしかして……，
と思っているから楽しむことができる。平安時代人
のように真剣に恐れていたならば，百物語なんても
うとんでもないことですよね。百語ったら本物の化
物が出る。本当に出る。世の中にそういうものが本当
にいて，われわれを祟ろうとしているんだと思って
いたらこんな遊びは恐くてできない。本当はお化け
なんていないんだ。でも……，という意識になってき
たから，こうした娯楽が成立するのです。
この絵は「童戯五拾三次之内」のうち，四日市宿を
描いたものです。伊勢の四日市にあった遊戯施設で
「からくり的」と言いまして，吹き矢を吹いてこの的
に当てると，ひとつ目小僧や次第高といった妖怪た
ちがバッと飛び出してくる，というものです。お化け
の登場を娯楽にしていたのがよくわかります。ちな
みに香川雅信さんはこの遊戯施設を「江戸のバイオ
ハザード」と呼びました。ゲームの『バイオハザード』
シリーズにかけてですけどもね。
こうして都市部ではだんだんと妖怪がリアリティ
を喪失していきます。もともと妖怪は村社会，村落共
同体を取り巻く自然の中で起きる不可思議な現象の
説明としてあった。つまり，軽部先生が言われたよう
に五感として存在していたのが妖怪でした。それが
都市部では近世期にリアリティを失って，娯楽のた
めの知識として流通し始めます。このときに，「画図
百鬼夜行」などの，妖怪を描いた浮世絵等々もたくさ
んつくられて消費されていきます。
そしてさらに近代，西洋合理科学の思想が啓蒙さ
れて，妖怪は「迷信」というところに閉じ込められて
いきます。そして，これがフォスターさんの言う第
2の転機です。そうした啓蒙活動，妖怪なんていうの
は本当はいないのである。錯覚や誤解，思い込みなん
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だ，というような啓蒙活動には，井上円了先生も一役
買っておられます。
こうして近代，妖怪は無効化されていくのですが，
この無効化とは，先ほどの高橋先生のお言葉を借り
ると「妖怪がWhyを担わなくなっていく」ことで
す。原因を妖怪で説明しなくても現象が物理科学で
説明できるんだ，こういう現象は医学的に説明でき
るんだということで，妖怪が原因を担わなくなって
いく。
無効化された妖怪は，そのまま消えるかと思えば
消えませんでした。妖怪は近代以降，前近代の日本人
を知るための研究対象として注目されていきます。
その中でも 2人，妖怪を主に対象にしていった人た
ちを指摘できます。まずは先ほど名前が挙りました
日本民俗学の創始者の柳田國男。柳田は日本人の民
間信仰を知るための民間伝承，民間で伝えられてい
た知識として妖怪を捉え，そこから日本人がどうい
う霊魂観や信仰心を持っていたかということを知る
ための材料にしようとしました。
そしてもう一人，江馬務という人。この人は歴史家
で風俗史学という，かつての歴史上の人たちがどう
いう衣食住などの生活をしていたかということを絵
巻物などから知るという学問をつくった人ですけど
も，江馬は近世の絵画資料を用いて，妖怪から「異形
なるもの」の意匠，どういうものをこの世ならぬもの
と考えてきたかという，そういうデザインを探る風
俗研究資料として研究対象としました。
どうして妖怪が研究対象になるのか。近代以降，妖
怪は本当にはいないということになりました。本当
はいないのに，こんなに情報や図像が残っている。と
いうことは，これは日本人の想像力や信仰心の結晶
なのである，と柳田，江馬は考えていきました。本当
にはいないものを想像し創造する，そのイマジネー
ションの根底にある，ものの考え方，感じ方というの
は一体何なのかということで，妖怪が研究対象に
なっていったのです。柳田國男は民間に伝わってい
る言葉で伝えられた伝承の情報として妖怪を捉え，
江馬は近世にたくさん描かれた図像として妖怪を捉
えた。情報の柳田，ビジュアルの江馬というふうに言
うことができるかと思います。
これがフォスターさんの言う 20世紀初頭の妖怪
の転機に該当するものです。
そして，最後の転機，1960年代です。水木しげる

による妖怪イメージの確立。これが今の私たちの妖
怪感を形づくっていると言って過言ではありませ
ん。
ちなみに本日，11月 26日は「ゲゲゲ忌」，水木し

げるさんの 4回目の命日ということで，調布の深大
寺ではいろいろ催し物があるということで，そちら
を蹴って，よくぞこちらに来ていただきました。あり
がとうございます。
戦後，水木しげるが紙芝居や貸本マンガとして描
いていた「鬼太郎」が，週刊少年マガジンの連載とし
てメジャーリリースされるのが 1966年です。
貸本の「墓場鬼太郎」時代は，エドガー・アラン・
ポーの世界のような，怪奇とスリラーを前面に出し
た作風だったのですが，子ども向けの週刊連載では
大人びていて難しすぎて受けませんでした。そこで
水木サンは，超能力を持った不思議な少年「ゲゲゲの
鬼太郎」が，騒ぎを起こす妖怪と対決して静めるとい
う，妖怪対鬼太郎の 1話完結のフォーマットに変え
ていきます。これが大当たりして「ゲゲゲの鬼太郎」
は人気作品になりました。
1話完結ですと，敵役や味方役の妖怪たちが毎回
必要になってきます。水木さんは作中の妖怪たちを
民間伝承と絵画資料をヒントに創作しました。
柳田の民間伝承の妖怪は語り継がれた情報のみ
で，どういう姿形かが伝わっていない資料が大半で
す。そこに水木サンがいかにも妖怪っぽい姿形を，ビ
ジュアルを創作して一つのキャラクターにしまし
た。
そして江馬務が集めた近世の絵画の妖怪，これは
図像，ビジュアルだけで，どういう妖怪なのかという
情報がない資料が大半です。そのビジュアルのみの
妖怪に水木サンがいかにもそれっぽくて，マンガに
描いて面白いような能力とか，情報とかを付け加え
て一体のキャラクターにしたのです。
情報だけあってビジュアルのない柳田のものには
ビジュアルを描いちゃう。ビジュアルだけであって
情報のない江馬のものには情報をつくっちゃうとい
うことで妖怪キャラクターを創作する。こうやって
水木しげるは妖怪の絵を創造していきました。
ちなみに鬼太郎ファミリーと言われる味方キャラ
クターのうち，紙芝居に先例のある猫娘と，創作のね
ずみ男はちょっと置いておきまして，子泣き ，砂か
け婆，一反木綿，ぬりかべはいずれも柳田國男の『妖
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怪名彙』という，妖怪の名前を集めた報告が基です。
しかし姿形の描写はほとんどされていない。砂かけ
婆に至っては，奈良県の神社に出るというのですが，
「誰も姿形を見たことがない」とあるんです。何で婆
だとわかったのでしょう。こうした情報に，いかにも
砂をかけてきそうなお婆さんの姿を付加して，新し
いキャラクターとして創造したのです。
これは余談ですけども，水木サンはすごく用意周
到でしてね。何がかといえば，水木しげるが初めて絵
を付けたので，この味方の妖怪たちはマル C（著作権
マーク）水木しげるになるんですね。著作権は水木サ
ンにある。これは江戸時代のキャラクターを使っ
ちゃうと著作権フリーになってしまうので，水木サ
ンはすごくよく考えているなと思います。
そして，水木しげるがつくり出した妖怪キャラク
ターが世に広まるにつれ，われわれは名前と容姿を
備えた日本的土着の超自然的存在を妖怪と考えるよ
うになりました。姿形のビジュアルと能力や来歴の
情報があって，それが日本土着っぽくて，何か人間を
超えたような力を持っている。そういう妖怪という
のは，民間伝承の妖怪でも絵画に描かれていた妖怪
でもない。つまり，1960年代に水木しげるがつくり
出した妖怪キャラクター。京極夏彦さんが言う「通俗
的妖怪概念」と言えます。
それまでの妖怪，生活に息づき，その中で五感に感
じるものだった妖怪ではなく，妖怪キャラクターと
して知識として捉えられる妖怪というのがここで現
われてきたというふうに考えることができます。
つまり，もう妖怪というのが五感で感じるもので
はなくなってしまった。紙とインクで伝承されるも
の，マンガや本，妖怪事典といったような媒体を通じ
て知識として受け取られるものであって，野山や川
や海で五感で感じて，生活の中で感覚や不安を担う
のではなく，「というのがいるんだよ」という知識に
なってくるのです。
つまり，カイナデという，夜道で頬を撫でてくると
いう妖怪ならば，誰もいない夜道で頬を撫でられた
ような気がする。誰かに話すと「ああ，お前も？あの
辺にはカイナデが出るんだ」と体験を伴って伝承さ
れていくのではなく，事典項目「カイナデ，野原で頬
を撫でるとされる妖怪」というように，生活を離れた
知識として今のわれわれは妖怪を知るのです。
近代の都市においては，妖怪の生活の中でのリア

リティは喪失してしまっている。五感で感じる経験
としての妖怪はほぼなくなってしまっています。む
しろ，そうしたリアリティは，心霊や学校の怪談，都
市伝説などにシフトしていると考えられます。妖怪
の知識は，子ども向けの妖怪事典とか，妖怪マンガと
いったようなものを読んで知ることになります。子
どもたちはトイレの花子さんとか，テケテケとかに
は，もしかして出会ってしまうかもしれないという
怖さを持てるかもしれませんが，道を歩いていてヤ
マビコに出会うかもしれないとか，そういった恐ろ
しさは既にないはずです。
ここでは，妖怪が 2つのレベルになっていると言
えます。1つはかつて妖怪が担ってきた不安や何か
の原因となる説明のレベル，そしてもう 1つは妖怪
というキャラクターがいるという知識のレベル，こ
の 2つが並行して存在しているのが現状です。
そして，キャラクターとしての妖怪は自由な想像
の中に投げ込まれる。現在の妖怪は創作の中でキャ
ラクター化し，さらにペット化，そして人間化してい
るといえます。妖怪は妖怪という属性，マンガ等に出
てくるキャラクターの属性にすぎなくなっていま
す。現在の妖怪キャラクターは，妖怪の恐ろしさや不
気味さを取捨選択した形でつくられがちです。
そして，キャラクターなら可愛く，美しく，楽しい

ほうがいいよねということになります。マンガや
ゲーム，ライトノベルのキャラクターとしての妖怪
は，ペットのように描かれたり，恋愛対象になり得る
人間のように描かれたりすることが多くなりまし
た。そして妖怪と戯れて人間が癒やされるという，そ
ういうような図式まで出てきます。
高橋先生と私がお世話になっています「怪異怪談
研究会」という，文学系のなんだか楽しそうな研究会
があります。その会での発表で近代文学研究の乾英
二郎さんが「優怪（ゆうかい）」という概念を提唱さ
れました。定義としては「人間を癒やしてくれる存在
としての妖怪的なキャラクター」ということです。マ
ンガなどでは，人間が妖怪の学校の先生になって癒
されたり，会社に出る地縛霊の幽霊と触れ合って癒
されたりするんです。もうこれ，妖怪じゃない。優怪
だ。優しい怪だ，という指摘なんです。創作において
はこういうところまで来てしまっています。
妖怪の人間化というのがどこまで進んでいるかと
いう例としまして，あるパソコンゲームのチラシを
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お見せします。作中に登場する 10数人の学生のキャ
ラクターが描かれているんですが，この中に妖怪が
います。ここで問題です。だれが妖怪でしょうか。シ
ンキングタイムスタートです。
（ややあって）答え合わせをします。2人を除いて
全員妖怪でした。こういうふうに見分けがつかない
姿で妖怪が描かれます。もう妖怪という属性，妖怪と
いう能力を持っている人間というふうにしか描かれ
なくなっているのです。つまり，妖怪というものがそ
れまで担ってきた不安とか，恐れとか，不思議な物事
の原因であるようなリアリティというのが圧倒的に
失われ，現代では妖怪という知識が流通している状
態にあると考えることができます。
私たちが失った妖怪の恐ろしさのリアリティとい
うのは，生活の中の妖怪感と言い換えることができ
るかもしれません。妖怪のキャラクター化というの
は，妖怪に背負わせてきた共同体の不安解消装置，
Whyの担い手といったものが徹底的に無効化され
た後の姿であるでしょう。われわれが失ったものは，
共同体において説明不能な事象の原因を妖怪として
納得するという機能，妖怪が生活空間の境界，端っこ
のほうで出会うかもしれない，そういった恐いもの
であるかもしれないというリアリティです。そして，
民俗知識で対処可能な不安という安全弁をも失って
しまいました。妖怪って結構安全なんです。砂かけ婆
は砂をかけてくるだけですし，見越し入道は下を見
ればいいだけですから，対処法があったり，出現する
場所や時間が決まっていたりして，避け方がわかっ
ている。
でも，先ほど出したような都市伝説や学校の怪談
のキャラクターというのは，そういった特徴が設定
されていないことがほとんどです。例えば，砂かけ婆
が竹藪から砂をかけてくるんだったら砂をかけられ
たら終わりますけども，不審者が竹藪に籠もって砂
をかけているとしたらどうでしょうね。次の瞬間，出
刃包丁を持って出てくるかもしれないんです。こう
いうふうに砂かけ婆に押しつけとけば解消された不
安が解消されなくなっている。
その代わりにわれわれが何を得たかと言うと，妖
怪なんぞはいないという安心感，それから妖怪とい
う日本文化などの面白い概念・知識，そして創作に
おける妖怪というキャラクターという広がりです。
妖怪のキャラクター化は，妖怪という想像上の優し

い他者が想像力の類型に加わったということです。
そうしてその代わりに，不安の説明装置，共同体の安
全弁としての妖怪を失ってしまったといえます。
得たものと失ったもの，天秤にかけるとどうも釣
り合っていないような気がしますが，しかしこうい
う日常をとりあえずわれわれは生きるしかないよね
ということです。
お話をここまでにしておきたいと思います。
ちょっと時間をオーバーいたしました。ご静聴あり
がとうございました。
桐生：飯倉先生，ありがとうございました。
盛りだくさんのお話でした。飯倉先生には，日本心
理学会でも話題提供をお願いしたところなんです
が，とにかく水木しげるのマンガで妖怪を知った世
代としては，非常にショックな話だったということ
をちょっと記憶しており……，今日もまたショック
を受けてしまいましたけども。
それでは，続きまして，指定討論を吉川肇子先生よ
りお願いいたします。よろしくお願いいたします。

■指定討論

吉川肇子（慶應義塾大学）
吉川：ご紹介ありがとうございます。慶應義塾大
学の吉川です。
最初に私なりに先生方のお話を整理いたしまし
て，私は，コメントというよりもすべての先生に同じ
質問が 2つありますので，それをちょっと先生方に
お答えいただければなというふうに思います。
私なりに各先生，ご専門違いますので，どういうお
話だったかなというふうに考えてみますと，全部の
先生，お三人とも，どうして妖怪というものが起きる
のかというのはおかしいかもしれませんけど，妖怪
というものがどう起こってきたのかというメカニズ
ムをそれぞれご専門の分野からお話されたと思いま
す。
それから高橋先生と飯倉先生は，妖怪というもの
が例えば，共同体なり，日本の社会なりにあるとし
て，それをどういうふうに私たちが伝統的に共有し
てきたかというような話をされたのかなと思ってい
ます。これは今日のお話の核心だったと思うんです
けれども，妖怪が担ってきた機能ですね，それから機
能と言っていいかどうかわかりませんけど，特にお
二方とも理由づけというのか，Whyというのか，不
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安の解消というのは，高橋先生がおっしゃっていた
と思うんですけど，そういうところをお話しされて
いたのかなというふうに思います。
それからいろいろな分類があるのだというのは，
高橋先生がデータでお話をされていたと思うんです
けれども，同内容のことは，どの先生もされていたか
なと思います。ひょっとすると私が聞き落としてい
ることもあるかもしれないので，スライドに「他に
は？」というのを入れました。
これらのお話からそれぞれの先生に質問するより
も，私は全部まとめて同じ質問に対して，各先生方に
お答えいただきたいなと思っているんですけれど
も。
科学が妖怪を駆逐すると言うんですかね，ちょっ
と言い方が良くないかもしれませんけれども，妖怪
がWhyを担っていたんだけれども，そのプロセス
を説明する科学が出てきたことによって妖怪は私た
ちの社会からいなくなってしまったのか？みたいな
話をしたいと思います。
ちょっと「妖怪研究は考古学か？」みたいな話を，
考古学の先生をディスってるみたいですけど，全然
（そういう）意図はなくて，私が高校時代に考古学部
にいたというので，考古学というのは関連したんで
すけど，つまりもう今となっては新しいものが出て
きていないものを分析するようなというようなとい
うイメージにとっていただいたらいいと思うんです
けれども，そういう学問なんでしょうか。前進するん
でしょうかというのをちょっとお聞きしたいです。
それに関係してなんですけど，恐れや不安が生起
のメカニズムに関係するんだとすると，駆逐するの
か？と聞いておいて，いや，駆逐してないんじゃない
の？という聞き方はおかしいのかもしれませんけ
ど，妖怪とは言ってはいないけれども別の形で既に
現われているということがあるんでしょうかという
ことですね。先ほど，飯倉先生のお話の中で「キャラ
クターとしての」というような言い方があったと思
うんですけども，それは一つかなと思ってお聞きし
ました。
よくわからないものについて，じゃあ，科学が全部

解決しているのかというとそんなことはなくて，
ちょっとこれも雑な言い方ですけれども，スピリ
チュアリズム的なものってまだ私たちの社会に溢れ
ているわけですよね。迷信と言ってもいいかもしれ

ませんけど。あるいは，最近は特にそういうことがあ
るかもしれませんけど，姿形は妖怪っぽくないけど，
でも何となく神様が何とかしてくれるみたいな話は
どうでしょうか。飯倉先生のお話で言うとひょっと
すると先祖返りになるかもしれませんけど，神様に
なっちゃうようなことです。神様が妖怪になってる
というのか，妖怪が神様になってるというのか，そう
いうことなのでしょうかというのが最初の質問で
す。科学と妖怪の関係みたいなことをちょっとお聞
きしたいです。
それに関係するんですけれども，これから新しい
妖怪が生まれる可能性はあるんでしょうかというこ
とですね。これって，どの先生もおっしゃっていたよ
うに思うんですけど，妖怪学って結局定義をめぐっ
てずっとお話しされてるとか，あるいは，新しい「優
怪」というようなコンセプトがあるということを言
われていたと思います。もちろん，その妖怪の定義を
どうするかにもよるかなと思うんですけど，新しい
形での妖怪が生まれる可能性はあるんでしょうかと
いうのは，見通しをお聞きしたいです。あるいは，そ
れは新しい形の妖怪なのか，それとも旧来の形での
妖怪なのかということです。
特に，軽部先生は目に見えるっていうようなこと
をすごく大事にされていたと思います。そして，暗い
ところに，後ろにいたかもしれないものが，後ろまで
明るくなってしまったときに，妖怪が出てくる可能
性が少なくなってくるというようなお話だったのか
なと思うんですけれども，それは目に見えるという
ことがキーになるのでしょうか。これは，さっきのス
ピリチュアリズムの話とも関係してちょっとお聞き
したいところです。つまり，妖怪が目に見えるものな
のかどうなのかというのかがすごくキーになるかど
うかというのをお聞きしたいかなと思います。
以上の 2つの質問を先生方に順番にご意見を伺え
たらというふうに思います。
桐生：先生どうもありがとうございました。どう
も拍手，皆さん，ありがとうございます。
このスライド，出したままでよろしいですか。
吉川：はい。そうですね。
桐生：各話題提供の先生方，壇上にパイプ椅子を
上げますので，お座りいただけますでしょうか。
ここに並んで座っていただいて。
では，今，いろいろご質問がございましたが，吉川
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先生，じゃあ，この質問に沿って答えていただいてよ
ろしいですか。
吉川：そうですね。実を言うとこういう学会のシ
ンポジウムにありがちなことなんですけど，既に先
生方とはちょっとディスカッションしておりまし
て，お答えを少し聞いたので，軽部先生に最初の質問
をお聞きしたいと思います。
桐生：わかりました。では，軽部先生，もう既に予

習はなさってきたとは思うんですが，いかがでしょ
うか。軽部先生，お答えいただけますか。
吉川：科学じゃないというお話をちょっとお聞き
したかなと。すみません。
軽部：科学をどう捉えるかだと思うんですけど，
科学が今まであった妖怪というものを駆逐するのか
というと，科学でなくて，科学が主体となっていわゆ
るテクノロジーがどんどん発展していった。テクノ
ロジーが発展していった社会故に，本来暗いところ
で何か感じるとか，そこにいるぞみたいのはもうこ
んな明るい，先ほどまで暗かった部屋が明るくなっ
てしまって。じゃあ，今，実際には？というと，今ま
で言われていた妖怪というのがいないんじゃないか
みたいになる。
そうなるともしかすると，駆逐するのかと言われ
てしまうと，駆逐するのかもしれないし，そうではな
いのかもしれないし。それからいわゆる科学が発展
して，テクノロジーができて，それが故に巡り巡って
今までの妖怪というのが，考え方，見方，社会的な捉
え方というのが変わるんではないかなと個人的には
考えています。
桐生：軽部先生としては，科学は妖怪を駆逐する
……。
軽部：するんですかね。
桐生：どうなんでしょう？
吉川：先ほどの話ですと，テクノロジーが駆逐す
るみたいなお話だったかなと。
軽部：テクノロジーですね。
桐生：はい。わかりました。
高橋先生，お願いいたします。
高橋：はい。科学がというよりは，人間が科学を選
んだのかなと考えています。やはり科学によって私
たちの生活はこれだけ便利で豊かになっているの
で，科学という何か塊があって，その塊が妖怪を
ギュッと押しやったというよりは，われわれ人間が

科学を選んできたから，今は妖怪が追いやられてい
るというようなイメージでおります。
桐生：では，飯倉先生。
飯倉：そうですね。テクノロジーや科学の考え方
が妖怪をそのまま受け入れづらくしたというのは，
その通りだと思います。暗闇が照らされてしまうと
そこに何もいないことがわかってしまうので，想像
力が働かなくなるし，雷獣と雷の関係のように説明
がつけられてしまうもの，空から獣は降ってこない
とわかってしまうことがあるわけですけれども，そ
れと同時に妖怪のようなわれわれが持つ不思議なも
のへの想像力自体はなくなるわけではなくて，別の
ところに受け継がれていくのだろうと思います。わ
れわれは，それを別の何かに転化したのだけど，それ
は妖怪と思わない。つまり，科学はこれまで共同体が
民間伝承として担っていたような形で妖怪を受け継
ぐことを難しくしたけれども，そこに使われていた
想像力は別の形で現在も放出されているだろうと。
つまり，われわれが思う妖怪だとしてきた民間伝承
などを研究している限り考古学になっていくんだけ
れども，それがどう今，形を変えて，われわれの生活
の中でシレっと機能しているかということを考えて
いくと，現在学になるだろうと思います。
スピリチュアル的なものとちょっと親和性のあ
る，科学のフリをした，科学の皮を被った技術という
のは，今，私たちの生活の中に溢れていますよね。マ
イナスイオンですとか，波動を生み出す水ですとか，
微生物の団子を水に投げ込むときれいになるとかい
う EM菌というやつですとか，科学的に立証されて
いないけど科学的っぽく説明されるものが私たちの
生活の中にある。これらを考えていくと，科学そのも
のを，われわれが科学だと思ってしまう，思わされて
しまうような説明というのが，実は科学でも何でも
ないというような形でいわば化けている，それは科
学に化けている妖怪といえるんではないかと。そう
いうことを考えました。
桐生：吉川先生，いかがでしょうか。
吉川：ちょっと議論を続けるとすると，その別の
形で現われているとすると，例えば，妖怪といえば
キャラクター化していれば愛されるべき存在じゃな
いですけど，妖怪ではないけど同じ機能を持つもの
があるとすると，それは，私たちは妖怪だと思って警
戒すべきところを警戒してないわけですよね。その
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問題についてはどう考えられますか。飯倉先生，続け
て……。
飯倉：私たちはかつて妖怪が担っていた機能を
担っているものを，今，妖怪だとは思っていないわけ
ですけれども，それはなぜかというと，キャラクター
化してしまった妖怪のしばりである，日本的・土着
的なという特徴を持たないので，それらを妖怪とは
思わないと考えられます。しかし，妖怪と同じような
危険への不安を担っている存在ではある。なので，警
戒はしていないわけではなくて，そういう別の不安
やリスクへの恐れとして対処している何かはあるの
だけど，それをわれわれは妖怪を用いて対処してい
るとは思っていないというふうに考えることができ
るんじゃないかと思います。
吉川：ありがとうございました。
桐生：今ちょっと出ましたけど，妖怪そのものは
日本そのものというふうに考えてよろしいんでしょ
うか。
飯倉：それも大きな話になっちゃうんですけども
ね。日の丸を背負ってもらうのもちょっと大層だな
と思っちゃうんですけども，この日本列島で暮らし
てきた人たちがその生活の中で考えつき，伝承して
きたものということで，文化の結構深いところと関
わっている想像力なんだろうなと思います。
日本は妖怪がものすごく多い文化なんですよね。
だって小豆を洗うだけのやつなんか要らないじゃな
いですか。脛をこするだけとかね。そんなの天狗かな
にかに全部やらせておけばいいのにって話なんです
けれどもね。
日本は一つの妖怪が一つの物事を起こす「一芸妖
怪多元文化」なんですよね。ほかの文化では，一つの
妖怪が何でもやってくれる「多芸妖怪一元文化」って
いうものが世界では多いです。日本人はなんでこん
なに妖怪が好きなんだろうと思います。
桐生：さて，吉川先生，次……。
吉川：はい。2つ目の質問，続いて先生方のお話を

お聞きしたいです。
ちょっと半分，今お答えいただいたのはあるかな
と思うんですけど。
桐生：新しい妖怪が生まれる可能性はあるでしょ
うか，軽部先生。
軽部：私ですか。新しい妖怪，旧来の形の妖怪。
吉川：例えば，先ほど，ないものの中から人の顔を

見るみたいなことは，それは視覚的に見てしまうも
のなので，私たちは見続けることをやめることはで
きないんですよね。そうすると，例えば，新しいもの
を生み出すものがあるのか。どこかの壁に何かが見
える。これは今まで知っているものの何かの写像だ
みたいなものがあるんですが，よくあると思うんで
すけど，神様の絵みたいな話です。それが将来生み出
されていくんでしょうか。
軽部：どうなんですか。私，そっちのほうは専門
じゃないんでわからないんですけど，何か見えたの
で。例えば，命名するということで言うんであればあ
るのかもしれないですけど，それをすると何か，い
や，これは昔いたよと。百鬼なんとかに出てるよと
か，逆に突っ込まれるとかいろいろとあると。で，新
しい妖怪って，私が言うのは変ですけど，ある程度，
人間の生活からすると出尽くしてるんじゃないか
な。堀江さんじゃないけど，月に行くとか，地球を一
周するとかすると何となく新しい世界が広がってま
た何か出てくるかもしれませんし……ということで
す。
吉川：視覚だけに限らないと思いますけど，私は
社会心理をやってるので，ちょっとこれも舞台裏の
話なんですけれども，この妖怪のシンポジウムのと
きに常にやっぱり気にしているのは，発生形態もそ
うなんですけれども，社会と共有しているものとし
て，妖怪的なものを排除するとか，誰かにスピルマを
つけるとか，そういうものもあり得るわけですよね。
そうすると理解できないものとか，そういうものに
対して，人間の形をしている妖怪，つまり，わからな
いものは妖怪じゃないけど妖怪扱いしてしまうもの
はこれからあるのかっていうのは，ちょっと関心が
あるのでお聞きしました。
桐生：以前，吉川先生が何度もご指摘された点で
すよね。
吉川：はい。
桐生：例えば，河童そのものはある意味では被差
別の問題もあるというところもありましたし，私の
犯罪心理の専門から言うと，必ず何かモンスターみ
たいな話になっちゃって，そういう妖怪を新たにつ
くるみたいなところもあります。
吉川：先ほどの飯倉先生の話とも関係すると思う
んですけど，一芸のときには対処法が（ある）という
お話だったと思うんですけど，訳のわからないなん
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たらモンスターみたいなのは今テレビでも出てきま
すよね。そのモンスターに対してどうするの？みた
いな話は，実は私たちは新しい形で何か生み出して
るんじゃないかというふうに思えるということで
す。
桐生：おっしゃるとおりだと思います。ちなみに
軽部先生，バクスターみたいな研究というのは，たま
に学会大会での発表にも出たりしませんか。なんだ
か訳がわからない現象を測定して，それを説明する
研究ですね。以前，私，日本心理学会に参加した時に，
随分前ですけど，木星と精神疾患の相関があったと
いう研究があってですね。
吉川：同じものを見てますね，きっと。
桐生：行かれました？
吉川：全部じゃないですけど。その研究，突っ込ま

れてて……。
桐生：（笑）。・・・・，すみません。吉川先生と盛

り上ってしまいました。では，高橋先生，いかがで
しょうか。
高橋：そうですね。さっき，飯倉先生のお話の中に
もあった，昔は 1つだったものが 2つに分かれてし
まっているというところから，キャラクターとして
の妖怪は今後生まれる可能性もあると考えています
が，以前のような本来の機能を備えたような妖怪と
いうのは，なかなか難しいと考えています。ただ，そ
の妖怪が本来の機能を果たして仕事をしていた頃
も，現在も，人間の心の仕組み自体はほとんど変わっ
ていないので，そういうものを求める心というのは，
おそらく今後も消えることはないでしょうし，それ
に対応した対応策としての新しい形での「代替物と
しての妖怪」というのは今後も生まれていくと考え
ています。
桐生：飯倉先生，いかがでしょうか。
飯倉：妖怪の二層構造についてさっき言ってし
まったので，またちょっと別のことで述べますと，生
活実感や心理とはちょっと離れるのですけれども，
新しく妖怪的な存在を生み出しているのがインター
ネットです。例えば，少し前では 2ちゃんねるですと
か，今ではツイッターですとか，そういったところで
生まれてくる妖怪的な存在があります。例えば，「く
ねくね」が田舎に出るとか，「ニンゲン」というのが
南極にいるんだとか，そういったいわゆるネット発
の都市伝説，いわゆるネットロアというのは，ここで

はないどこか遠く，南極だの，秋田の山の中だの，九
州の廃トンネルだの，そういうところに不可思議な
ものがいて，それが目撃されている，それは恐ろしい
もので，命を取られたりするのもいる，というような
話がつくられていく。生活実感の中に妖怪的なもの
を見つけられなくても，そういった話をつくり出し，
あたかもそれの目撃者であるとか，その噂を聞いた
ことがある人であるかのようにネットの中で振る舞
うというような「妖怪ごっこ」は人気があるんだなっ
ていうのは感じます。
そういった話に参加するなどして，妖怪がいたよ
うな生活というものを，もうごっこでもいいからそ
ういった空気を生きてみたいという欲望から生まれ
る話があるというのは，これは新しい形の作り物で
はありますけども，生まれた，生まれる妖怪として考
えてみるというのも面白いのかなと今思いました。
桐生：ありがとうございました。どうでしょう？
吉川先生，ほかには？。
吉川：私はやっぱり今の飯倉先生の話に危機感を
感じてしまうんですけれども，作り物はそうなんだ
けども，それはやっぱり新しい形での差別とかを生
み出さないかなというのが，私の関心のあるところ
でして。わからないものとか，今までは見えないもの
だったわけですけど，もっと広く見えないとか，聞こ
えないとか，触れないということをわからないって
いうふうに広く捉えるとすると，わからないものは
どんなものでも妖怪になり得るわけで，最近（細
菌？）の兵器の話もそうだと思うんですけども，社会
心理学的には非常に興味のあるテーマかなと思って
お聞きしました。
飯倉：敵である他者を鬼などに比定して，当ては
めて攻撃するというのは，ずっと行われてきたこと
でした。ちょっと最近鬼のことで，教育現場で気にな
る動きがありまして。
今ちょっと注目されているのが，「僕のお父さんは
桃太郎というやつに殺されました」って，鬼の子ども
が告発するコピーで，それを用いた内容の道徳の授
業が話題になっているんです。でもそもそも鬼とは，
さっき見ていただいたように，対処不可能で目に見
えない災いへの不安を擬人化したものなので，それ
を退治してくれる桃太郎というのは英雄でいいわけ
だし，そもそも概念である鬼と対話ができるわけが
ないんですね。インフルエンザと対話して治すこと
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ができるんなら鬼との対話も信じますけれども。な
ので道徳の授業では，「どうしたら鬼と桃太郎が喧嘩
をしないで済む世の中にできるでしょうか」ではな
くて，「誰かを鬼扱いするなんてとんでもないんだ
よ」って言わなきゃいけないんだろうと思うんです。
そうしないと，鬼と仲良くしろっていうことは相手
を鬼だと認めたまま，つまり災いの元凶だと認めた
まま付き合えということになってしまう。他者の視
点から考えて思いやりを持つことを教育で考えるの
はとても大事だと思うし，そのことはいいと思うん
ですけども，それを鬼と桃太郎でたとえて欲しくな
かったなと感じましたね。
桐生：ありがとうございました。
では，時間もちょうどいいところで，これから 30
分間ほど，フロアの皆様からご質問等を受けながら
進めていきたいと思っております。
妖怪につきまして，様々な話題に尽きないものと
いうことが感じられたわけなんですが，皆様いかが
でしょうか。せっかくの機会ですので，何でも結構な
んですけれども。
そもそも私，妖怪心理学というか，妖怪について，
日本心理学会で自主企画シンポジウムを企画を考え
た頃，立正大学の西田公昭先生と飲んでいる時に，初
めて吉川先生にお会いしたわけです。そして，吉川先
生だったら間違いなく，妖怪心理学の指定討論お願
いできると思って無理矢理お願いしました。その後，
ずっとこの関係になってしまいましたね。吉川先生
とは，いろいろ Facebookか何か SNSでやり取りし
たときに，ちょうど今，鬼の話が出ましたけど，「泣
いた赤おに」の話がちょうど……。
吉川：そうです。はい。
桐生：そうですね。あれで盛り上がって，もう吉川

先生を，妖怪心理学から絶対離しちゃ駄目だと思っ
て，今日も，ご登壇いただいたわけなんですけれど
も。
皆様，いかがでしょう？どんなことでも結構です。
授業ならば，学生さんなんかに必ず指名しなきゃい
けないというのもあって，大体顔を見知った人で，
あっ，この子だったら必ずいい質問してくれるとい
う人を探しながら，指名するわけなんですけれども，
皆様，いかがでしょうか。
はい。先生，よろしくお願いいたします。
会場（片岡）：日本能率協会マネジメントセンター

のカタオカと申します。いつも企業人相手の仕事を
させていただいてきたんです。
妖怪についてちょっと今思い出したのは，都市伝
説かも知りませんが，私が中学 1年生の頃に口裂け
女というのが非常に流行って，それが頭をよぎって。
水泳部の部活が終わって，夕方の寒いときに友達 2
人で帰るときに口裂け女が本当にいるんじゃないか
とビクビクしてて，今思い出してすごい懐かしい気
持ちがしたんですが，そういう妖怪なるものは，きっ
とちっちゃい子どものうちはそういうものを本当に
恐がったり，それが何か成長にプラスかマイナスか
影響があるかと思うんですが，そういう妖怪なるも
のと発達との関係とか，その妖怪なるものをお互い
に考えることによって子ども同士のネットワークと
かが進むかもしれません。そういう発達的な観点で
妖怪というのはどういうふうに扱って考えることが
できるか，ヒントをいただけたらと思います。お願い
します。
桐生：はい。どうでしょう。ご専門の先生がちょっ
とここには……，発達心理学の人が，いないので，あ
れですよね。すみませんが，フロアの方で発達心理学
がご専門の先生っていらっしゃいませんでしょう
か。例えば，未就学児あたりまでの罪悪感を学ぶ時期
であるとか，5歳児までに嘘をつくことが出来て，そ
の頃から人間らしくなるなんていう，うろ覚えの知
識は私もあるんですけど，さて，妖怪となると，どな
たの先生に振ったらよろしいでしょうかね。
吉川：発達心理学は全然……，わからないんです
よ。
桐生：そうですね。吉川先生から，こっそりと聞こ
えたと思いますけど。実は心理学をやってても，私，
犯罪心理学ってなっちゃうと，ほぼほかの分野の知
識がないような，体たらくな人間でして，犯罪心理学
は詳しいんですが，発達心理学だとまたちょっと，な
んて言いましょうかね，違う分野になってしまうん
です。先生，ごめんなさい。よろしいですか。
会場（片岡）：いきなり変な質問をして申し訳あり
ませんでした。（会場から，一人の先生より手が上が
る）
桐生：あっ。そちらの先生，ありがとうございま
す。
会場（石黒）：専門ではありませんが。
桐生：先生，もしよろしかったらお名前を。
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会場（石黒）：日本女子大学の石黒と申します。僕
も社会心理学というか，社会学であまり発達は関係
ないんですけど，いくつか知見はあります。
物事の認識って多分 5歳児ぐらいまではほとんど
まともにできていないところがありまして，例えば，
色とかの認識が大人と結構違うということが知られ
ていたりします。妖怪のことで考えると，すごくキー
になりそうなのは，記憶の話で，全体に人間の記憶っ
て後から何かサジェスチョンを受けると，示唆を受
けると，それで割と大人でも歪んでしまうんですけ
ど，この歪み方が子どもの場合，結構大きくて，5
歳とか，6歳，小学校に入ったぐらいの子どもたちと
いうのは，非常に突飛な話で……，イギリスでやられ
た研究ですと，「あなたは女王陛下とお茶を飲んだこ
とがあるのよ」とか，そういう話をされても信じて，
それを真の記憶だと思い込むような傾向が結構あり
ます。
あるいは，犬に襲われたとか，何人かの男に襲撃さ
れたとか，そんな記憶をアメリカのほうでは子ども
に対して語りかけると信じちゃうという話もあっ
て。ですので，都市伝説なのか，妖怪なのか，どっち
なんですかね。口裂け女のような話を聞いたときに，
それがすごく何らかの体験と結びつけられたり，い
ろんなリアリティを持ってしまうのは，子どものほ
うが強いというのは，おそらく間違いなくあると思
います。僕の質問をついでにしていいですか。
桐生：はい。どうぞ。
会場（石黒）：妖怪の 1個の機能というのは，何か

出来事が起きたときの HowやWhyを社会的に合
意していく，そういう仕組みだという考え方があっ
ていいんでしょうかね。1つです。全部じゃないと思
うんですけど。
そうだとすると，かつて柳田とかが，あるいは水木

が引っ張り出す前は妖怪ってローカルだったわけで
すよね。そうすると，何で妖怪みたいなものがああ
やって強くあり得たかというと，ローカルなところ
ですごく似たような生活習慣を持って，似たような
ライフサイクルを持っている人たちが集まって密に
コミュニケートしていた村みたいな社会があったか
ら，同じような不思議体験をすることが結構あるし，
その中で妖怪というものが存在し得たんじゃないか
なと思うんですね。
で，今みたいに何で科学的知識が妖怪を駆逐する

かというと，その前に多分人がみんなバラバラに
なっちゃって，ライフサイクル，ライフスタイルが多
様化するとみんなが同じ場所の同じような経験，同
じような不可思議経験をすることがなくなっちゃう
からだと思うんですね。違うような場所でほっぺを
触られたら妖怪の仕方が多分いろいろになってし
まって，そこに固有のラベルが貼り付けられた妖怪
とかってどうしたって生まれにくくなると思うんで
す。
じゃあ，われわれが共通して持てるような知識っ
て何かって言うと，学校で教える知識になるので，そ
れが科学であるということになるんじゃないかと思
います。誰だっけ？飯倉先生がおっしゃったと思う
んですけど，怪しい科学がいっぱいあって，そういう
意味では多分，……。例えば，原則夏が暑いのに温暖
化は関係ないんですけど，われわれはすぐ温暖化っ
て言ってしまう。温暖化って多分妖怪がいて，われわ
れの夏を暑くしているような認識を持ってるってい
うのは，妖怪とあまり変わらないと思うんですけど，
そういうものになっていってしまう。
その中でどうして子どもたちがすごく妖怪ないし
都市伝説に対して親和的かというと，多分あの子ど
もたちっていうのは，まだ残された，みんなが同じ生
活をして，で，非常に密なコミュニケーションを取れ
るコミュニティの最後の場所なんじゃないかなとい
う気がします。で，それとその子どもたちの幼さみた
いなものが組み合わされると，そこに妖怪なり，都市
伝説なりがすごく生まれてくる。だから大体，学校か
通学路にいるんですよね。子どもたちの大好きな妖
怪が北極にいることってあまりなくて，人間みたい
に，なんじゃないかなというような気がいたします。
社会的なものと発達的なものと，二重の……，二重
なのかな，もっといろいろあると思うんですけど，い
ろんな組み合わせの中で子どもたちの中にまだ妖怪
的なものが生まれるんじゃないかなと。一方でだか
ら大人になると消えちゃうんですよね，生活がバラ
バラになっていくから。じゃないかなという気が
ちょっといたしました。すみません。長くなりまし
た。
桐生：石黒先生，どうもありがとうございました。
飯倉先生，お願いしてよろしいですか。
飯倉：今おっしゃっていただいた，そのとおりだ
と思います。以前「学校の怪談」が大人気になりまし
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て，1990年に児童書が出まして，そこからテレビド
ラマや映画にもなって，今はもう児童書で一つの
ジャンルにもなっています。
何でこれがそんなに受けたかというと，学校経験
というのは今の私たちが欠かさず備えている共通の
経験なんですね。教育のことって指導要領がちゃん
と定まっていますので，地域によって，あれがない，
これがないというのはないんですね，ほとんど。「俺，
北海道出身だから小学校のとき図工やらなかった
よ」なんていうことはないわけで，みんなが同じライ
フサイクルで同じような経験をするっていうことを
通過してきている。だから共通の知識や認識，生活の
パターンが記憶に残されているので，話が了解され
やすい。さらに学校というコミュニティは本当に村
落共同体社会をそのまま子どもたちに当てはめてい
るような，均質な集団なんです。こんなことは，みな
さんには釈迦に説法だと思うんですけれども。
かつての共同体においては年齢差があるんですけ
ども，学校のクラス共同体は年齢差がない集団なの
で，さらに受け取り方が近しい。だから，口裂け女を
見たとか，そういうパニックが伝染するというのは，
学校現場で低学年なんかは時々起こしちゃうんで
す，そういったお化けパニック的なものを。というの
を見ていると，子どもたちの間でそれがあるのは村
社会に近いからだというのは，本当にそのとおりだ
と思います。
桐生：飯倉先生，ありがとうございました。石黒先
生，良い質問でありがとうございました。
さて，いかがでしょう。ご質問，ご意見，何でも結
構なんですが。ぜひとも，いかがでしょうか。はい。
先生，よろしくお願いします。
会場（木村）：私，MOA健康科学センターの木村
と申します。本日は，とても興味深いシンポジウムに
出席させていただいてありがたいと思います。
東洋大学の創立者の井上先生という方が妖怪の研
究をされてたというのは，今日初めて知りました。そ
れで，こういうシンポジウムが今日あったのかなと
いうふうにも思っているんですが，ここで高橋先生
たちが「妖怪と心理学」を研究されているのが井上先
生の影響を受けられてるのか，もしくは井上先生が
おられるから東洋大学に入って研究されているの
か，たまたまなのか，ちょっとわからないんですが，
この井上先生が先行研究として，その妖怪というも

のをどのように，どこまで心理学的に研究されてい
たのかというのが，話の中にちょこちょこと出てる
んですが，全体がよくわからないので，もし差し支え
ないというか，わかる範囲内でいいんですが，ちょっ
とそういう説明をいただけるとありがたいと思うん
ですね。
先ほど心理学は，今，分化されてて，発達だ，社会
だ，認知だとか，いろいろあって，専門がかなり細か
くなっていますが，おそらく当時は心理学，そんなに
分化されてなくて，もう心理学という一つの学問が
あるのかどうかもわからないというか，哲学の中の
一分野だったのかもしれないと思うんですが，そう
いう中で井上先生が「妖怪と心理学」というのをどの
ような研究と言いますか，どのような論文を出され
ていたのかなというので知りたいと思いまして，お
願いいたします。
桐生：円了先生，これはどうしよう。高橋さん，答

えられます？井上円了先生のことです。高橋先生，お
願いいたします。
高橋：ご質問ありがとうございます。一言で申し
上げますと，井上円了は当時の科学では説明できな
かったことすべてを「妖怪」と名付けて，その中でも
それぞれの細かい，例えば，占いとか，天気の話，そ
ういったものすべて含めて妖怪と呼んでいました。
ですので，今日のお話の中に出てきた妖怪とは少し
イメージが異なるかもしれませんが，そのようにし
て，当時の人たちがあまりに迷信にとらわれている。
ただ，西洋と比べて，そういうところが日本人は足り
ないところなのではないかというところから，そう
いうものを信じるのではなくて，きちんと合理的に
物事を考えなさいという姿勢で研究に臨まれたとい
うのが井上円了先生の研究だと理解しています。
桐生：若干補足をいたしますと，心理学そのもの
は日本に入ってきたときに，西周（にしあまね）とい
う哲学者ですか，あの人がサイコロジーを心理学と
付けた時点で，既に実証主義的な実験ベースの心理
学になっています。ですから，哲学や文学といったイ
メージの心理学より，実証性を重んじる学問として
東京帝国大学にて研究がなされ，それ以降に東大で
学んだ井上円了先生なので，その意味ではきちんと
したサイエンスに基づく学問になっていた，という
のが一つですね。
ですから井上円了先生が，「妖怪というものを簡単
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に信じないで，もっと科学的に現象を見ていきま
しょう」という，なにやら近代国家を目指す日本とし
てはピッタシだった，ということだと思います。
続きまして……はい。では，先生，よろしくお願い

いたします。
会場（中井）：大阪大学の中井と申します。私自身
は全然妖怪について研究しているわけでもないです
し，お化けと妖怪と幽霊と，そのあたりの違いはよく
わからないんですけれども。
高橋さんのご発表の中で，クレジットカードのト
ラブルで，一世一代のプロポーズが失敗したりとか，
あるいは，水辺で子どもが水難事故に遭ったときに，
その原因，どうしてその不幸が自分に起きるんだろ
うっていうような，そういうことが起きた場合の心
の折り合いのつけ方というか，その何かしら心を正
常に保つ，そういう対処法として妖怪というものの
存在を利用する可能性があるんではないかっていう
ようなことがあったんですけども，じゃあ，妖怪とい
う概念であったりというのを活かす方法として，私
が思ったのは，そのおっしゃられたネガティブな事
象があったときの適用的な心のメンタルヘルスの持
ち方とか，そういうところにちょっと妖怪を使うと
適用的なのかどうかというのはいまいちピンと来な
かったんですけれども，もしあるんであればそうい
うところなのかなというのと。
あともう一つは，例えば，子ども自体に何か危険な
ことをさせないっていうときの脅しのツールと言い
ますか，妖怪がいるよ。こういう悪さすると，あるい
は危ないことをすると連れて行かれるとか，何かし
ら，そういうことが起きるというような，そんなツー
ルとして使われたりということがあったりするのか
なと思うんですけど。でも，そこにあえて妖怪という
のを使う意味というのはどんなふうにあるのかなと
いうのを，これは別に高橋先生以外にもお答えいた
だけたらと思うんですけども，そのあたり，ちょっと
教えていただければと。
桐生：妖怪の持つ様々な側面ですよね。高橋さん，
どうでしょう。
高橋：ご質問，ありがとうございます。そうです
ね。おっしゃるとおり，妖怪にその悪いことと言いま
すか，ネガティブなことを背負ってもらって心の折
り合いをつけるというので，現代で活用できるとす
れば，例えば，ここにお菓子が置いてあって，お菓子

がなくなった。現代では多分，誰が持って行ったのか
と，ほぼ 100％に近い方が思うと思うんですが，近代
以前ではそれは例えばオヤツサライという妖怪が
持って行ったんだということにして，そこの場を収
めていたということがあると思います。
ただ，現代，今これだけ科学でいろいろなことが明
確になっていく中で，その曖昧であることを良しと
しない，という風潮が強くあると思います。そういう
ものが私たちの心を少し生きづらくしているのでは
ないかという仮説を持っているので，そういう深く
追及しなくても済むようなことはそのままにして，
ちょっと置いておくというような心の持ちようが生
活を少し豊かにしていくのではないかと考えていま
す。
あと，子どもに対する教訓的な意味合いというこ
となんですけれども，私は研究内で妖怪の持つ，人や
社会に対する作用を社会的機能と名付けて研究を進
めています。まだその項目は定まっていないのです
が，教訓，畏怖，そのようなものが含まれています。
特に子どもに対しては，現在の例えば防犯教育な
どでもそうなんですけれども，舞台上に黒ずくめの
マスクをした，サングラスをした犯人らしき人が出
てきて「こういう人は危ないからついていってはい
けません。」，でも，実際の場面で黒ずくめでサングラ
スをしてマスクをした人が声をかけてくるっていう
ことはほとんどないんですよね。いかにも普通の好
青年っぽいような……，男性に限ってしまって申し
訳ないんですけど，好青年のような顔をした人が近
づいてきて，「お菓子をあげるよ」って言って連れて
行ったりとか，そういうことがあるわけで，それを昔
は違う形で，子どもにもっとわかりやすく説明とい
う意味で妖怪のような形を与えていたのではないか
と考えています。
この辺のことは，飯倉先生のほうがお詳しいと思
うので……。
桐生：飯倉先生，お願いします。
飯倉：子どもへの教訓というか，警告として妖怪
を使っていくというのは，現代でもやっている事例
がけっこう多いですね。学生に授業でコメントペー
パーを書かせた中に，「私が小さい頃，ウーカンカン
が来るからもう寝なさいって言って，それが恐くて
寝ました」って，19，20歳ぐらいの子が書いてきま
した。「本当にウーカンカンは来るのでとても恐かっ
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たんですが，後年になって，それは地元の消防団の夜
回りだということがわかりました」とか，そういうふ
うなことを書いていたんですけど。
私もこれで脅されたことがありましてね，母方の
本家筋の家の裏手に井戸があったんです。その頃，
使ってないから閉鎖してたんですが，その井戸に子
どもを近づかせないために，「あの井戸には化け猫の
幽霊が出るから近づくな」って言われたんですね。化
け猫だけでも恐いのにさらに幽霊なんですね。で，ま
あ，いとこたちと一緒に近づかなかったんですけど
も，このことを考えると 2つほど，こうした教訓の使
いやすさがあるかなと。
1つは，対処不能であるということ。「おまわりさ

んが来て怒られるよ」と言われても「何もしてないも
ん」と言えるんですけど，「ウーカンカンが来るよ」，
こういう正体不明，意味不明のものに来られてし
まったらどうしようもないと思うだろうこと。
もう 1つは，万能であるということ。井戸にお化け
が出るから近づくなっていうのは，お化けの恐さで
抑止しているわけですけど，本来は井戸の周りで遊
んでいると誤って落下し，そして溺れ死ぬ可能性が
あるからっていうことを納得させなきゃいけない。
井戸の近くに行くとおまわりさんが来て怒られるよ
とか言っても本当には来ないことはそのうちわかっ
ちゃいますので，有効ではない。ただ，化け猫の幽霊
はいつどこから出てくるかわからないので，子ども
はその恐さで本当に近づくのを……。私たちは遠巻
きに井戸は見ていましたけども，そのうち何も起き
ないから飽きるので，でも近づくなと言われている
ので別の遊びに行ってしまう。そういう使いやすさ
というのもあるのかなと思いますね，伝承の中では。
桐生：いかがでしょう？よろしいですか。
会場（中井）：ありがとうございます。
桐生：ちなみにいわゆる大人の場合もあったんで
しょうかね，例えば，江戸時代などで……。
河童の話ですが，お子さんが川に流されるとか，災
害になったときに河童の責任にしとけば，何となく
親御さんたちの納得がいく，癒やされていたわけで
す。ところが今は，とにかく原因を明確にし，例えば
行政の責任だというふうに追及しないと，なかなか
落としどころが見つからない，といったことがあっ
たりしたように思うのですけれど……。
飯倉：うやむやにするという効果はあったと思い

ますね。誰かいなくなってしまっても「天狗にさらわ
れたんじゃないか。あいつはよく山に行っていたか
ら」って言えばみんなの罪悪感とか，もっとああでき
たかもしれないというような後悔とかがうやむやに
なる。すごい事例だと，1人，女の子が乱暴されて殺
されていたんだけどそれを狐の仕業にしてごまかし
ちゃっているとしか思えない事例なんかもあるんで
すよね。原因を追及……，これ以上できなくなったと
きの逃げ場ということでは使われていたかなという
のがありますね。
桐生：ありがとうございました。
さて，あと 7分程度なんですが，もうお一方。先生。
石黒さん，ごめんなさい。ちょっと後ろの先生。じゃ
あ，お願いいたします。
会場（廣島）：お世話になります。この 3月まで航
空自衛隊の研究管理官をしておりました廣島と申し
ます。大体もう議論の論調というのが非常にはっき
りしてきたと思うんですけれども，一つ，妖怪の中に
は明白な実態があった例もあるよというお話をさせ
ていただきたいと思います。
これは 2つの領域から指摘されていることでし
て，まさにこのポスターにありますひとつ目小僧で
すね。1つは，医学，毒理学の領域からサイクロピア
（単眼症）という現象が指摘されております。これは
妊娠 14日の早い段階でバイケイソウとか，スイト
ピーのアルカロイド毒素が入りますと文字通りひと
つ目の胎児，もちろん鼻の形成も非常に不全になり
ますのですぐ死んでしまうわけなんですけれども，
こういう子どもが生まれてくる。ですので，欧米では
牛とか，羊とか，あれが結構この手の毒草を食べまし
てサイクロピアが生まれてくるという事例が多いよ
うです。
わが国では，バイケイソウは山草として食べられ
るウルイに非常に似ているものですから，昔はどう
やらこれで結構ひとつ目小僧が文字通り生まれたと
いうふうに指摘されております。
もう一つは，山陰のほうで特に盛んだった「たた
ら」ですけれども，火を調整するために穴が炉に開い
ているわけなんですが，それを見ていると爆燃が起
きることがあるわけなんですね。そうしますと目を
やられてしまう。文字通りひとつ目になってしまう
ということで，これは，作家のノマヒロシ（野間宏）
さんとか，桃山学院のオキウラカズミツ（沖浦和光）
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先生あたりがいわゆる差別論と絡めまして，山陰の
ほうではひとつ目小僧伝説が非常に多いよというよ
うな話をしておられるようです。というところを
ちょっと指摘させていただきたいと思います。
それともう一つ，先ほど軽部先生のほうから次第
高という妖怪を伺いまして面白いなと思ったんです
けれども，例えば，「アリス・イン・ワンダーランド」
の中にはアリス自身が大きくなったり，小さくなっ
たりというような話がありますね。あれは，これはい
わゆる離人感，そのものが一つのタイプとしてある
なというふうに感じた次第でございます。失礼いた
しました。
桐生：どうもありがとうございました。まさに先
ほど吉川先生がおっしゃられたように，ある意味，人
間が持つ差別，被差別の関係性を具現化するのも妖
怪なんだ，ということなのでしょうかね。ですから妖
怪の持つ良き面，悪き面，そういったものは必ずある
ことを自覚しておかなくてはいけないのだと思いま
す。ありがとうございました。
それでは，先ほど手を挙げていた石黒先生，時間が

まだありますけど，いかがですか。
会場（石黒）：何で日本の妖怪は一個のことしかし
ないのかっていうのを，ちょっと教えていただける
と。すごく気になるんですけど。
桐生：飯倉先生。
飯倉：わかりました。そうですね。妖怪が一個のこ
としかしないというか，一つの現象にその原因を求
めて名付けてしまうことによって妖怪がつくられて
いくというのは，特に江戸時代以降起きてきた事柄
だと思います。こういう不思議なことがある。その一
個一個に名付けをして，それを各々一つの存在であ
るかのように認識してしまう。それによって妖怪が
どんどん増えていって，妖怪があのスライドで見て
いただいたように娯楽化しますと，そうやって名付

けの面白さでどんどん妖怪を創作で増やしていって
しまう。そういったことがあって，一つのことしかし
ない妖怪が次々と増えていってしまうということが
あったんです。それにはおそらく日本語が妖怪をつ
くるのに適した言語だったというのが関係している
んじゃないかと考えています。
名詞と形容詞などを組み合わせると妖怪っぽくな
るんですね。「泣き赤子」とか，これ普通の言葉なん
ですけども，「笑い地蔵」とか，こうやっただけでも
妖怪っぽくなってしまうので，そういう存在をつく
りやすいというのがあったんではないかと思いま
す。
それから先ほど廣島先生がおっしゃっていた，ひ
とつ目と製鉄の関係というのは，結構実証とまでは
いかないんですけども，関係は深いぞということは
研究がいろいろされていまして，谷川健一さんなん
かが「目ひとつの神」っていうことで，例えば，紀伊
半島の一本踏鞴（いっぽんだたら）とか，目が一つ，
足が一本の妖怪的な神的な存在というのが製鉄とど
うも関わりがあるらしいっていうことが指摘されて
いますので，その一例を挙げていただいてありがと
うございます。
桐生：ありがとうございました。日本語，なるほ
ど，そうなんですね。例えば「へび女」。私は忘れも
しません。楳図かずおの「へび女」，きれいなお母さ
んが追っかけてきて，後ろを振り向いたら，ペロペロ
の舌のへびになっていて。あのマンガを見た後，間違
いなく女性恐怖症になってですね（笑）。
では，ちょうど時間となりました。日本応用心理学
会公開シンポジウム 2019「妖怪と心理学 私たちが
得たもの失ったもの」をこれで終了したいと思いま
す。皆様，どうもありがとうございました。
（拍手）


